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16世紀後半のヨシフ=ヴォロコラムスキー
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国 臨時的雇用労働の種類と労働内容

l オブローク受領者と共通する職種

支出帳簿には，臨時的雇用労働に関する支出が頻繁に記載されているが，そ

の種類を見ると，大きく分けて，オプローク受領者と共通する職種とオブロー

ク受領者と共通しない職種とに分類できる。そこで先ず，オブローク受領者の

職種と共通するものから検討を始めたい。

【農業】

支出帳簿中に記載されている臨時的雇用労働の種類の中で，農業関係につい

て目立つことは，夏の収穫時や脱穀時に刈り取り人などの雇用労働力が導入さ

れていることである。このような労働がオプローク受領者の労働内容と共通す

るものであるのかどうか，判断がつきかねるが，農業に関わる労働にはジェ

チョーヌィシが主要な労働力を提供していたと思われるので，共通する職種の

中で検討を加えたいと思うが，支出帳簿の中から関連する事例を挙げてみると，

① 1573年7月6日に，アンギロヴォ村の管理人に対して，刈り入れのため
(161) 

に女性を雇用する費用として， 10アルトゥインが与えられた。

② 1573年 8月1日に，修道士ヤキムに対して，アンギロウ必ォ村で穀物刈り
(162) 

取り人を雇用する費用として，半ノレーブリが与えられた。

③ m 年 8月9日に，アンドレイ・モホフに対して，オトチシチェペap
でライ麦の刈り取り人を雇用する費用として， 1ループリが与えられた。

④ 1573年8月27日に，サヴ'"1).;:c.ヴォ村の管理人グリゴリーに対して，燕
(164) 

麦の刈り取り人を雇用する費用として， 10アルトゥインが与えられた。

⑤ 1573年 8月28日に，修道士ベネディクトに対して，イリイツィノ村で燕
(165) 

麦の刈り取り人を雇用する費用として， 1ノレープリが与えられた。

(161) BXJ<npk、c.32 
(162) TaM .)f(e， C 36 

(163) Ta.w )f(e， C 37 

(164) TaM)f(e， c.. 38 

(165) TaM)f(e C 38、39
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⑥ 1574年3月3日に，修道土ベネディクトに対して，イリイツィノ村でラ

イ麦20束を脱穀するための費用として， 4グリウ守ナが与えられど?

⑦ 1574年3月9日に，修道士ダニールに対して，イリイツィノ村とオトチ

シチェヴォ村で脱穀に従事した農民達に与えるために， 29アルトゥイン 5
(67) 

ジェーニガが与えられた。

③ 1579年9月11日に，修道土イサクに36アルトゥイン 4ジェーニガ渡され

たが，彼はブイゴロドホオで雇用者用耕地の取り入れ費用として，この金銭

を与えなければならない。同日，同人に対して，取り入れ費用として，さ
(168) 

らに， 0叶25ループリ渡されている。

⑨ 1581年8月26日に，ブイゴロド村で， 22，，5デシャチーナの面積のライ麦

を刈り取るために2..25ルーブリが与えられた。同日，イリイツィノ村で

お〉 15デ勺シャチーナのライ麦の刈り入れのためにL5ノレーフリが与えられ
た。

⑮ 1581年 9月7日に，修道士レオニードは，刈り取りの賃金を支払うため
(170) 

に25ループリを受け取った。

⑪ 1581年10月2日に，ブジャロヴォ村で管理人イワン(ウグリムの息子〉

に， 20アルトゥインが渡されたが，彼は6デシャチーアの刈り入れ費用と
(l7I) 

してそれを与えた。

⑫ 1581年10月2日に，修道士ニカンドラは，アンギロヴォ村で， 6デシャ

チーナの燕麦の刈り入れ費用として24アルトゥインを， 3デ、シャチーナの

ライ麦の刈り入れ費用として10アルトクイン 3ジェーニガを与え定〕

⑬ 1581年10月2日に，グーレイは，春播き用耕地の刈り入れ費用として，

(166) TaM )l(e， c 73 

(167) Ta.M )l(e. c 74 

(168) TaM .)I(e司 c168 

(169) TaM )l(e， c. 215 

(170) TaM班民 c.216 

(171) TaM )l(e， C 217 

(172) TaM)I(e 
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ノーヴォエ村で195デシャチーアに対して 1デシャチーナ当り lグリヴ

ナで，総額2ループリ -8ジェーニガ，ブイゴロド村で225デシャチーナ

に対して， 1デシャチーナ当り lグリウ寸ナで，総額2.25ルーブリ，イリイ

ツィノキすで28デシャチーナに対して 1デシャチーナ当り lグリヴナで，
(173) 

総額2ループリ30アノレトゥインー lグリヴアを，それぞれ与えた。

このように， 1573年， 1574年， 1579年， 1581年と，隈定されてはいるが，ア

ンギロヴォ村，オトチシチェウ。ォ村，サヴェリイェウ寸ォ村，イリイツィノ村，

ブイゴロド村，ブジャロヴォ村，ノーヴォエ村で刈り入れ時あるいは脱穀時に

臨時的に費用が使われている。これらの村のうち，オトチシチェヴォ村、，イリ

イツィノ村，ブイゴロド村，ノーヴォエ村の 4ヶ村は修道院近郊の村々であ

り，他の 3ヶ村はいずれも当該修道院の南東部に分散的に位置している村々で

ある。前章で触れたように，サヴェリイェウ、、ォ村，プジャロウ寸ォ村については

1人であったが，オトチシチェヴォ村，イリイツィノ村，ブイゴロド村，ノー

ヴォエ村，アンギ、ロヴォ村には複数のジェチョーヌィシがオブローク受領者と

して存在していた。それにもかかわらず，臨時的に労働力が雇用されている。

しかも，⑦に見られるように，この中には農民までが含まれていたのである。

では，どこで労働力が必要であったのか，ということになると，具体的には示

されていない。直領地であったのではないか，と推測するしか方法はない。

【牧畜関係】

次に，牧畜関係については，オプローク支払帳簿として独自のものがまだ作

成されていない， 1573年 5月18日付で，村々で，ジ zーチ及び番人と共に，牧

人に与えるべきオプローク 3ループリが修道士デオニシー・グシャに渡された
eI 74) _，. ， ~. _ 0.75) 
り， 1573年8月8日付で，ブイゴロド村の牧人に lグリウやナが与えられている。

また，オブローク支払帳簿が作成されているにもかかわらず，その中には記

載されていない事例として，

(173) 1<ιW >Ke 
(174) TaM>Ke，c，27 

(175) Ta，w >Ke， c 37 
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① 1575年11月12日付で，ブィコヴォ村での牧養に対する報酬としてセメン
(176) 

・ピャートイにオブローク0，，5ノレープリが与えられた。

② 1576年3月30日付で，ブイゴロド村においてマトベェイの息子である牧

人ファジェイに賃金の半分10アルトゥイン10ジェーニガが与えられ，放牧

の終了した時点で，もう半分の賃金が与えられることになってい乞)

③ 1576年4月6日付で，ノーヴォエ村の牧人イワンに対して牧養への報酬

として7，5アルトゥインが与えられた。

④ 1580年 1月2日付で，ブイゴロド村の牧人ステパンに牧養に対する報酬
(J79) 

10アルトゥインが与えられた。

⑤ 1582年 1月4日付で，夏期の間，去勢牛を放牧したので，イワシコ・ド
(180) 

リャフロイに10アルトゥインが与えられた。

の5例を挙げることができる。さらに，オブローク支払帳簿の存在が確認でき

ない時期について，

① 1579年4月23日付で，アンギロヴォ村において，牧人パクシェイに牧養

に対する報酬の半分10アルトゥインが与えられ，事実，同年11月15日にも
(181) 

う半分の報酬10アルトゥインが与えられた。

② 1579年5月5日には，修道院近郊の 3つの村の牧人に10アルトゥインず
(182) 

つ与えられることになっている。

の2例を挙げることができる。このように， 1573年にも， 1575年にもオブロー

クを受領している牧人を確認することができるだけではなし臨時的に雇用さ

れている牧人の存在をも確認することができるのである。また，修道院近郊の

村には該当しないトゥーロウ、、ォ村やアンギロヴォ村でも牧人が雇用されていた

ことが分かる。ただ，アンギロヴォ村の牧人パクシェイの場合は， 1573年11月

(176) TaM )Ke， c， 114 

(177) Taw )Ke， c， 125 

(178) TaM)Ke 

(179) Taw )Ke， C 176， 

(180) Taw)Ke， C 224 

(181)r.ιW ，)Ke，c 159，172 
(182) Taw )Ke， c， 160 
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28日付で家畜の世話人としてオブロークを受領しており，オブローク受領者

と，オブロークを受領せずに臨時的に雇用されている者との違いを，オブロー

クとし、う表現が使用されているのか，使用されていないのかを根拠にして判断

できるのかどうか，微妙なところがあり，即断はできない。

また，農作業に従事してはいないジ zチョーヌィシの存在が見受けられる。

① 1579年6月20日に，ノヴゴロドからやって来たジ zチョーヌィシである

マトヴ zイ(イワンの息子〉とカリンカ(チモフェイの息子)に対して，

5週間に渡って修道院で働いた報酬として， 10アルトゥインずつが与えら
(184) 
れた。

② 1579年7月13日に，穴蔵に煉瓦と石灰を運んだジェチョーヌィシである

カリンカ，マトヴェイ，ピョートノレに対して， 2アルトゥイン4ジェーニ
(185) 

ガが与えられた。

この 2件は，後で触れる当該修道院の1579年4月から 6月にかけての建築工

事の際の補助労働に，ジェチョーヌィシが関わっていたことを示すものとなっ

ている。従って，ジェチョーヌィシは農業以外の労働にも関係していたという

ことになる。

まfこ，ジェチョーヌィシについては，

③ 1576年3月31日に，村々でジェチョーヌィシに与えるべく管理人である

修道士ヤキムに6ループリ25アルトゥインが渡されたが，先ず賃金の半分
(186) 

が与えられ，もう半分は期間終了後に与えられることになっている。

④ 1579年7月13日に，修道士レオニードに対して，修道院近郊の4つの村

のジェチョーヌィシ15人に，一人10アルトゥイン 2ジェーニガずつ与える

ため，総額で4ループリ20アルトゥイン10ジzーニガが渡された。また，

(183) BXJ<i<O<6， c. 195 

(184) BXJ<npιc. 164 
(185) TaM .)I(e、c165 ここに登場しているカリンカは， 1579年11月1日以降ジェ
チョーヌィシとしてオブロークを受領している人物と同じである可能性が高い
(BXJ<gdほ‘ c.218， 231， 240， 257， 271， 281， 289) 

(186) BXJ<npK， c. 125 
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レオエードには， 4ヴィチの荒蕪地に定住している，オトチシチェヴォ村

の小屋に住むジェチョーヌィシのエフィムコに与えるため，さらに lルー
(187) 

ブリが渡された。

⑤ 1579年8月 1日に <<npnXOlK凶瓜eleHOK)) であるノウ、、ゴロドのイワンコ

(イワンの息子)に 5アルトゥインが与えられたが，彼はジェーチとして
(188) 

10月I日まで暮らさなければならなかった。

とし、う記載があるが，具体的な労働内容は分からない。

手工業関係では，

【鍛治屋】

① 1573年7月29日に，ヴォロクの鍛冶屋に対して，釘を2，000本製造した
(189) 

賃金として2グリヴナが与えられた。

② 1573年8月6日に，ヴォロクの鍛冶屋に対して，釘を1，000本製造した
(190) 

報酬として 1グリヴナが与えられた。

③ 1573年 8月15日に，鍛治屋に対して，釘をし000本製造した報酬として
(191) 

2グリヴナが与えられた。

④ 1574年4月4日に，鍛冶屋であるトヴェーリの人イワンは，ポリツァ付

きソハー35個，斧10Tを作り，ソハー10個につき 4グリヴナずつ，斧10T

で0，25ループリを受け取った。さらに，切り刃を 2個作り， 1アノレトゥイ

ンを受け取った。彼に与えられたのは，総額で1.5ノレーブリ 6アルトゥイ
(192) 

ンである。

⑤ 1574年4月 9日に，ノヴォトノレジョークの鍛冶屋達に対して，薄板用の

釘を3，000本製造した報酬として40アルトゥインが与えられた。さらに，

(187) TaM )l(e， c 165 

(188) TaM ，)1(れ c167 

(189) TaM )l(e， c 35 

(190) TaM ，)I(e， c， 36 
(191) TaM)I(e司 c，37， 38 

(192) TaM )l(e， c 80， (35/10 x 4 x 20 + 114 x 200 + 1 x 6)ジェーニガニ (280+ 50 + 6) 
ジェーニガ=(300+ 36)ジェーニガ=15 x 200 + 6 x 6 = 1.5ループリ+6アル
トゥインとなっている。
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彼らに対して，角材用の釘を500本製造した報酬として， 10アルトゥイン

が与えられた。

⑥ 1574年4月29日に， トヴェーリの鍛冶屋イワンに対して，ポリツァ付き
(194) 

ソハーを製造した報酬として 4グリヴナが与えられた。

⑦ 間年間 l日に，鍛迫害イワンに対して，釘を製造した報酬として37

アルトゥインが与えられた。

⑧ 1575年12月27日に，鍛冶屋イワンに対して，釘を8，000本製造した報酬

として37アルトゥイン，蹄鉄を20個製造した報酬として 5アルトゥインが

与えられた。彼に対しては，翌1576年2月14日にも，薄板用の釘を3，000本

製造した報酬として11アルトゥイン，靴用の釘を4，000本製造した報酬と

して 2グリウ、ナが与えられた。次いで，同年4月6日にも，薄板用及び靴

用の釘を7，000本製造した報酬として43アルトゥインが与えられた。さら

に，同年5月20日には，角材用の釘を 4万本製造した報酬として11アノレ
(196) 

トゥインが与えられた。

⑨ 問年 6月2日に，鍛治屋イワンに対してldり枠用の釘をし000本製
造した報酬として， 0“25ノレーブリが与えられた。

⑩ m 年8月15日に，ヴォロクの鍛冶屋フィリカに対しみ〕壁紙の上張り
用釘を製造した報酬として， 5アルトゥインが与えられた。

⑪ 1580年1月2日に，鍛冶屋ボグダンに対して，斧10T分の報酬として 6

アルトゥインが与えられた。同人に対しては，同月18日にも斧30T分の報

酬として18アルトゥインが与えられた。さらに 2月4日にも，斧30丁分

の報酬として18アルトゥインが与えられた。また 3月22日にも，薄板用

釘を2，000本製造した報酬として0，，5アルトゥイン，同月27日に斧30丁分の

(193) TaM XU， c， 80， 81 

(194) TaM )Ke， c， 83 

(195) TaM)Ke勺 C 112 

(196) TaM )Ke， C 117， 122司 125

(197) TaM)Ke， c， 162 

(198) TaM )Ke， c， 167 
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(199) 
報酬として18アルトゥインが与えられた。

⑫ 1582年2月19日に，イワンの兄弟であるジャグニノ村の鍛冶屋に対し
(200) 

て，迫り枠用の釘を700本製造した報酬として 2グリヴナが与えられた。

とこには，④，⑥~⑨にトヴェーリの鍛治屋イワンが登場しているが，この

イワンは，オブローク支払帳簿にも鍛治屋として記載されているイワンと同一

人物であろうか。また，⑪のボグダンもオブローク支払帳簿に鍛治屋として記

載されているボグダンなのだろうか。それぞれ同一人物であると仮定すると，

イワンの場合は， 1573年12月22日付で12月の半月分としての10ジェーニガと翌

年の 1月1日から 3月1日までの2ヶ月分として 2グリヴナのオブロークを受
(201) 

領しており，期間が限られたものとなっていて，④の時期についてはオブロー

クの受領とは別に修道院の仕事を行っていることになる。また，ボグダンの場
(202) 

合も， 1588年， 1589年10月11日， 1590年9月4日， 1592年に登場しており，ォ

ブローク受領期間とのずれがある。

鍛治場が存在し，常時2"-'4人の鍛冶屋がオブローク受領者として存在して

いるにもかかわらず(表II-2参照入このように臨時的な労働力の雇用が，と

りわけ各種の釘に関わっての雇用が見られるのは，後で触れるように，当該修

道院の建築事業と関わっていたと思われる。が，ソハーのような農具や斧・蹄

鉄などが外部から入手されているのは，オブローク受領者の存在を考慮する

と，奇妙な現象である。臨時的に雇用されている鍛冶屋に特徴的なのは，ヴォ

ロク，トウ、、ェーにノヴォトルジョークという周辺の都市から雇用されている

という点であろう。

【大工】

① 1573年 6月6日に，モジャイスクにある修道院の戸を垣で囲んだ報酬と

して，アノレチェムに2グリウJナが与えられた(これ以前に，モジャイスク

i
t
i
t
i
l
-
-
一

(199) TaM .)I(e， c. 176‘177、180.181 
(200) TaM)I(仇c.226
(201) BXKl<dほ c.199、200

(202) TaM班民c242‘260， 275， 283 
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(203) 

への交通費として 1ループリ与えられている〉。

426 

② 1573年6月12日に，ノーヴォエ村の大工ヤキムに対して，食堂の屋根を
(204) 

ふいた賃金として， 10アルトゥインが与えられた。

③ 1573年7月15日に，ノーヴォエ村の大工ヤキムに 4アノレトゥインが与え
(205) 

られたが，かれはウスペンスコエ村で教会を建造した。

④ 1573年8月l日に，大工マルガは，至聖生神女就寝教会においてドイツ

産の鉄で小さな丸天井を2つ建造した賃金として 3ループリを与えられて
(206) 
いる。

⑤ 1573年9月24日に，厩舎内に馬l頭分の仕切りを作ったトヴェーリの大
(207) 

工達に対して 2ループリが与えられた。

⑥ 1573年10月9日に，そりを作ったスタリツァの大工ワシーリーとかれの
(208) 

仲間達に3ループリが与えられた。

⑦ 1573年10月12白に，スパスカヤ・ヴォロスチの大工オカト，マーカル，

ワシーリー，ステパン，ミハルコ，イワンに対して60アルトゥイン，イワ

ノフスカヤ・ヴォロスチの大工フヨード勺ル，ペルフト，フヨードル(セメ

ンのd息子〉に対して25アルトゥイン，スドゥニコフスカヤ・ウ、、ォロスチーの

大工セメン(イワンの息子)，エフスターフィー(チーホンの息子〉に対し
(209) 

て24アルトゥインが与えられた。

③ 1573年11月l日に，氷蔵室を作った大工達に対して， 2ループリと，も
(210) 

うlノレーブリが与えられた。

⑨ 1573年11月26日に， 1ヶ月間大工達とともに修道院の仕事に携わったロ

クヌィシャ(シェスタコヴォ村〉の大工アニーキー(ガヴリールの息子〉

(203) BXKnpK. c.. 29 

(204) TaM 'JKe， c 30 

(205) TaM 'JKe. C 35 

(206) TaM'JKe‘c. 36 

(207) TaM'JKe‘c..41 

(208) Taw .'JKe， C 43 

(209) TaM'JKe， c. 44， 45 

(210) TaM .'JKe， C. 49 
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(211) 
に対して， 10アルトゥインが与えられた。

⑩ 1573年11月28日に，水門の側に小さな庵室を建造したイリイツィノ村の

大工イワンとかれの息子ステパンに対して， 20アルトゥインが与えられ27〕
⑮ 1574年2月16日に，大工ヤキムに対して，モスクワで修道院の戸を建造

(213) 
した報酬として， 2グリウYが与えられた。

⑫ 1574年3月4日に，柱を作ったノーヴォエ村の大工ヤキムに対して 5

アルトクインが与えられた。同日，パーヴェル(フィリップの息子〉に対
(214) 

して， 10本の柱を作った報酬として 1グリウ。ナが与えられた。

⑬ 1574年3月26日に， 2棟の穀物倉を建設した報酬として，大工ヤキムと

勺IJーコエ村のパーヴエルに対して，それぞれ6アルトゥインが与えら
れた。

⑭ 1574年4月8日に，スパスカヤ・ヴォロスチの大工オカトとかれの仲間

に対して，庵室を建造した報酬として3ループ、リが与えられ27〕
⑮ 1574年4月26日に，ノヴォトルジョークの大工マルガに対して， 2ルー

(217) 
ブリが与えられた。

⑬ 1575年9月25日に，大工ヤキムに対して，庵室を建造した報酬として，
(218) 

10アルトゥインが与えられた。

⑫ 1579年5月3日に， 2週間に渡って薄板を削った5人の大工イワン・ス

ロボツコイ，メンシク(フロルの息子入チャシチャ部落のネクラス，

i フョ-]-';t，-(フィリップの息子)ヤキムに対して 1週間に2ア川イ
ンずつで計20アルトゥイン， 1週間同じ仕事に従事したノウ、オヱ村のグリ

(211) TaM .)t(e， c.. 56 

(212) TaM)t(e 

(213) TaM .)t(e， c.. 71 

(214) TaM .1Ke， c. 71 

(215) TaM)t(e， c 77. 

(216) TaM.)t(仇 c80. 

(217) TaM1Ke， c.. 82. 

(218) TaM班 e，c.. 112 
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(219) 

ゴリーに対して 1週間分2アルトゥインが，それぞれ与えられた。

428 

⑮ 1579年 5月20日に， 2週間の間，修道院で仕事をした大工イワン・スロ
(220) 

ボツコイに対して， 4アルトゥインが与えられた。

⑬ 1579年5月29日に，オスタシコウやォ村の 6人の大工，つまりイワン，プ

ロコーピー，ワシーリー，もう一人のイワン，ロスチスラフ，アルフェー

リーに対して， 1週間につき 2アルトゥインずつで4週間分の合計48アル

トゥインが与えられた。この 6人に対しては，同年6月2日にも，修道院

で1ヶ月間仕事をした報酬として， 1週間につき12アルトゥインずつの割
(221) 

合で，合計 2ループリ 5アルトゥイン 2ジェーニガが与えられている。

@l 1579年6月4日に，ヴイソーコエ村の大工セメンに対して，修道院で仕
(222) 

事を行った 2週間分の報酬として 4アルトゥインが与えられている。

@ 1579年6月7日に， 20日間修道院で仕事をしたウスペンスコエ村の大工
(223) 

ファジェイに対して， 2グリウ、ナが与えられた。

⑫ 1579年6月7日に，丸屋根作りの14人の大工，つまり，セマクとヴォラ

キトコ Bo.rIaKH，L¥KOの仲間達，スブツォフの3人の大工(フィリップ，イワ

ン，エロモルカ〉に対して， 1週間につき 2グリヴナで， 4週間分の報酬と

して総額で 2ノレーフ、リ26アノレトゥイン4ジェーニガ尚えられたが，こ弘4)

は，彼らが聖門の崩，金庫室と台所の廟を作り，屋根をふいたからである。

@ 1579年8月4日に，ワシーリー・スタロドヴノイに対して，樽材を作つ
(225) 

た報酬として， 4アルトゥインが与えられた。

@ 1579年8月21臼に，グーレイの所で庵室を建造したオスタシコヴォ村の

4人の大工に，一人当たり 1ヶ月に20アノレトゥインずつで，総額2.5ノレー

(219) TaM )f(e， c 159 

(220) TaM )f(e， c 160 
(221) TaM)f(れ c 161‘162 

(222) TaM )f(e. c 162 

(223) TaM)f(e 

(224) TaM)f(民 c 162， 163 

(225) TaM )f(e， c. 167 
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ブリが与えられた。また，彼らから斧3丁が購入され， 14アルトゥイン 2
(226) 

ジェーニガが支払われた。

@ 1579年11月8臼に， MeHblUl1訪問3Ha可e誌の所に ceHb廟を作ったイリイツィ
(227) 

ノ村の大工メンシクに対して， 2アルトゥインが与えられた。

@ 1581年5月 1日に， ドゥヴァレツセニのセルゲイは，大工達に乾燥室を

イ乍った報酬としてL5ループリを与えた

@ 1581年5月13日に，オトチシチェヴォ村で，大工セメンと彼の仲間達に
(229) 

庵室を建てた報酬として 1ノレーブリを与えた。

@ 1581年6月19日に，大工セメンと彼の仲間達に，ヴァシアンの庵室を建
(230) 

てた報酬として， 40アルトゥインー 1グリウやアが与えられた。

@l 1581年8月26日に， ドゥヴァレツキーのセルゲイは，大工フォーチー

(アレクセイの息子〉用に10アルトゥインを受け取った。フォーチーは，

「聖母就寝祭 (8月15日〉前2週間の斎直前の日を経て至聖生神女庇護祭

(10月 l日〉まで」りaHe.n;emo OCnOlKl1Ha 3aroaeHa no I10K抑制生活するこ
(231) 

とになった。

@ 1581年 9月7日に，オスタシコヴォ村の 2人の大工に，薄板を作った報
(232) 

酬として， 1ヶ月分20アルトゥインが与えられた。

@ 1581年10月14日に，大工10人に対して，雇用者用の小屋を建造した報酬
(233) 

として35(口011-40) アルトゥインが与えられた。

@ 1581年10月21日に，イリイツィノ村で，大工イワン・スロボツコイに対
(234) 

して，門を4つ建造した報酬として 4アルトゥインが与えられた。

(226) TaM .)I<e 

(227) TaM .JI<.e， C 172 

(228) TaM Jl<.e， c.. 205. 
(229) TaM Jl<.e， c 206 
(230) TaMJI<.e， c. 209 
(231) TaMJI<.e， c 214，215 
(232) TaM Jl<.e， c. 216 
(233) TaM Jl<.e， c. 218 
(234) TaM Jl<.e 
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@ 1581年10月21日に，オスタシコヴォ村の大工5人に対して，雇用者用の

小屋の内装を行った報酬として， 25アルトゥインが与えられた。

@ 1581年12月14日に，ポクロフスコエ村の老修道女の庵室で仕事をした

ノーウ寸オエ村の大工グリゴリーに対して，修道院長の命によって， 4アル

トゥインが与えられた。

@ 1581年12月14日付のそスクワからの支出覚書中に，木工大工達に対し

τ，板塀を建造した報酬として0.5ノレーブリ，正面庵室を建造した大工キ
リルと彼の仲間違に2.5ループリ，後部庵室を建造したジェニスと彼の仲

間達に1.5ノレーブリ，入口と庵室の屋根をふき，馬小屋と入口に板を張っ

た修道院の大工であるパーゲェルと彼の仲間達に lループリが与えられて

し、る。

@ 1588年4月5日に， 4人の大王，すなわち eBpeeBCKO員(ヤドレイェヴォ

部落の?)チモフェイと彼の仲間達に対して，ベネディクトの庵室を建造

した報酬として lループリが与えられ，もう 1ループリの代わりにその価

値に相当する 2チェトヴェルチのライ麦が，もう 1ループリの代わりに
(238) 

も，史料では欠けて入るが，何かが与えられている。

このように，大工あるいは大工仕事に関する記載が相当数あるが，ここに登

場する大工の中で，オブローク受領者としても登場していると考えられるの

は，⑦のイワノフスカヤ・ヴォロスチのフヨードノレ，⑨のアニーキー，⑫の
(240) 

ノーヴ、オエ村のグリゴリーの3人で，フヨード、ノレは1573年11月30日付で，ア
(239) (241) 

ニーキーは1573年7月15日付で，グリゴリーは1575年11月1日付で，それぞれ

(235) TaM >Ke 

(236) TaM .>Ke， c. 221 

(237) TaM >Ke， C 222 

(238) TaM >K仇 c263 

(239) BXI<"O(6， c. 195 フヨード町ルは， 1576年1月5日付でもオブ、ロークを受領して
し、る (TaM>Ke司c.213)

(240) BXI<npK. c. 34 ここでは，単に 121アルトゥイン4ジェーニガが与えられたJ
となっている。

(241) BXI<"oほ..c. 207 
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オブロークを受領している。が，大多数の大工はオブロークを受領していない

と思われる。

【石工】

① 1574年4月26日に，モジャイスクの石工プロコーピー(ステパンの息

子〉に対して， 3ループリが与えられた。 1576年5月27日にも，彼と彼の

仲間に対して，町の修理への報酬として11アルトワインが与えられ史〉

② 1579年7月13日に，修道院長の命によって，穴蔵に石作りの納戸を作つ

たっ石工、プロコーピーに4グリヴア，ピョートル， トレチヤーク・チョー

ルムノイ，ウスナに 2グリウ+ナずつ，総額1ノレーブリが与えられた。

同月25日に， 2週間にわたって穴蔵に右作りの納戸を作ったノーウ、オエ

村のヤコフ・グルホイに対して 2グリウサナが与えられど)

ここに登場してくる石工は，いずれもオブローク受領者として現れることは

ない人達であり，所領外のそジャイスクの石工も含まれている。

このように，建築関係の，大工・石工については，建物の建造という性格

上，臨時的で大量の人数を必要とするため，ある時期に集中しがちであるが，

このこつの職種について特徴的なのは，同じ人物が再三登場していることと，

村あるいはウ、ォロスチ毎にある程度の人数がまとまっていることである。当時

の建築構造上稀であった石作りの建物に携わる石}工の場合は別として，事例jの

多い大工の場合には，これがとりわけ顕著で，名前だけしか挙げられていない

場合でも， r仲間達Jという表現が使われている。また，大工の属する村あるい
はヴォロスチを拾い挙げてみると，

(1) 当該修道院外の都市から

① ノウ。ォトルジョークの大工マルガ'-""2回

② トゲ、ェーリの大工達.-...， 1回

③ スタリツァの大工ワシーリーと彼の仲間達.-...， 1回

④ ズブツォフの3人の大工(フィリップ，イワン，エルモノレカ).-...， 1回

(242) BXKnpl<， c 82， 127 

(243) TaM)/(民 c..165、166
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(引修道院近郊の村から

① ノーヴォエ村の大工ヤキム ~J7回

② ノーヴォエ村の大工グリゴリー.-...，2回

③ イリイツィノ村の大工イワンと彼の息子ステパン'-""1回

④ イリイツィノ村の大工メンシク'-""2回

⑤ ヴィソーコエ村の大工パーヴェノレ'-""2回

⑥ ヴィソーコエ村の大工セメン~~ 1回

⑦ チャシチャ部落の大工ネクラス.-...， 1回

432 

③ ログヌィシャ(シ zスタコヴォ村〉の大工アニーキー(ガヴリールの息

子)----1回

⑨ ウスペンスコz村の大工フアジェイ'-""1回

(3) 修道院領でも比較的遠方の村から

① スパスカヤ・ヴォロスチの大工達(オカト，マーカル，ワシーリー，ス

テパン，ミハルコ，イワン).-...， 2回

② イワノフスカヤ・グォロスチの大工達(フヨード、ル，ベノレフト，セメン

の息子フヨードゾレ).-...， 1回

③ スドゥニコフスカヤ・ウ、、ォロスチの大工(イワンの息子セメン，チーホ

ンの息子エフスターフィー).-...， 1回

④ オスタシコヴォ村の大工達(イワン，プロコーピー，ワシーリー，もう

一人のイワン，ロスチスラフ，アノレフェーリー).-...， 5回

このように，個人名しか記載されていない大工を除くと，雇用された大工の

居住地は，当該修道院領外，当該修道院領内の二つに大きく分類することがで

きる。修道院領については，ノーヴォエ村やイリイツィノ村のような修道院近

郊の村々，ヴィソーコエ村，チャシチャ部落，ウスペンスコエ村のような比較

的修道院から近い村々，スパスカヤ・ウ守ォロスチ，イワノフスカヤ・ウ、、ォロス

チ，スドゥニコフスカヤ・ヴォロスチのように，相当遠方の村々と，かなり広

範囲に大工が存在していたことが分かる。

また，大工のところで触れた⑫~⑮，⑫.-...，@， @.-...，@， @l~J@は，それぞれ
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一連の事業のようで，⑫~⑮の時には鍛治屋の⑤，石工の①，後に触れる釘製

造工，カザクが関わっており，⑫"-@に際しては，鍛治屋の⑨・⑩，石工の②

が関わっていた。これからも分かるように，この時には，修道院領内の近隣の

村々や遠方の村々だけでなく，修道院領外のズブツォフやモジャイスクという

都市からも，オブロークを受領していない，多数の大工や石工が雇用され，し

かも長期間に渡って，修道院内で仕事を行ったと思われる。さらに，ヴォロ

ク， トヴェーリ，ノヴォトルジョークの鍛冶屋・釘製造工から建築用の釘を調

達しているだけではなく，先に触れたように，ジェチョーヌィシも補助的な運

搬労働に従事していた。しかも，彼らはノヴゴロドからの到来者であった。

【裁縫師】

① 1573年 6月 1日に，イ zパンチャー(長くてゆったりした袖のない外

套)16着の縫い賃として， 1着 1アルトゥイン 5ジェーニガずつ，合計29
(244) 

アルトゥイン2ジェーニガが与えられている。

② 1573年11月28日に，所領管理人補日明Ke.JlapHHKである修道士エウフィー

ミヤのシコーパを縫った裁縫師フィリカに対して， 4アルトゥインが与え
(245) 

られた。

③ 1573年12月7日に，ブジャロヴォ村でシューバの縫い賃を与えるため
(246) 

に，修道士ヴァシアンに対して， 4アルトゥインが与えられた。

④ 1574年2月1日に，修道士アルチェム(ヤジクの息子〉に5アルトゥイ

ン渡されたが，彼はこのお金をシューバの縫い賃として与えなければなら
(247) 
ない。

⑤ 1574年3月6日に，修道士ヨナに2アルトゥイン 2ジェーニガ渡された

が，彼は，このお金を長袖婦人服の縫い賃として与えなければならな???)

⑥ 1574年3月15日に，イサークに Iアルトゥイン渡されたが，彼はシュー

(244) TaM)I(e司 c.29 
(245) TaM )l(e， c.. 56 

(246) TaM班e、c.58

(247) TaM班 eC 69 

(248) Taw )l(e. C 74 
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(249) 

パの縫い賃として与えた。

⑦ 1574年 3月26日に，レストウ、、ィツィノ村の裁縫師セメンに対して，
(250) 

シューパの縫い賃として 1グリヴアが与えられた。

⑧ 1574年4月29日に，修道土ワルラームに4アルトゥイン渡されたが，彼
(251) 

はシューバの縫い賃として与えなければならない。

⑨ 1579年11月8日に，ボルジノの裁縫師に対して，シューパ 5着の縫い賃
(252) 

として， 4アルトゥインが与えられた。

⑩ 1580年 l月22日に，レストヴィツィノ村の裁縫師セメンに対して，
(253) 

シューバ 2着の縫い賃として 5アルトゥインが与えられた。

⑪ 1580年3月20日に，ゴラフに対して，シューパの縫い賃2アルトゥイン

3ジェーニガが与えられた。同人に対しては，同月27日にも，シューパの
(254) 

縫い賃3アルトゥインが与えられた。 (255) 

⑫ 1581年10月29日に，外套4着の縫い賃としてOゎ25ノレーブリが与えられた。

⑬ 1581年12月11臼に，金庫番問質問0"CTOpOlK達のためにシューバ 2着を
(256) 

縫った縫い賃として lクリウVが与えられた。

ここでは，個人名が記載されているのはフィリカ，セメン，ゴラフで，いず

れもオプローク受領者としては登場していない。裁縫師についても，裁縫小屋

が存在し，オブロークを受領した裁縫師も相当数存在していたにもかかわらず

(表II-2参照)，シ z一八や外套について，オブローク受領者とは別の裁縫師

から入手されていたことは明らかである。しかも，裁縫師の場合は，建築関係

とは異なり，一時に臨時的に相当数の労働力を必要とするという性格のもので

はない。

(249) Ta.M)/(仇 c.76 
(250) TaM )/(e， C 78 

(251) Ta.M )/(e， C 83 
(252) Ta.M)/(e， c. 172 
(253) TaM)/(e c. 177 
(254) Tiα'1 )/(e. C 180. 181 
(255) Ta..'1 )/(e. c. 220 
(256) Ta'1 班 e..c. 221 
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【製革工】

① 1573年8月10日に，ヴォロクで皮革の製造に対して 3アルトゥインが支
(257) 

払われた。

② 1574年 l月24日に，チュヴァスに 2アルトゥイン， トレチヤーク・

チョールムヌィに lアルトゥイン与えられ，生革から皮革を製造したこと

に対して 7アルトゥイン，首輪に対して 4アルトゥインが与えられ，総額
(258) 

で14アルトゥインであった。

③ 1587年12月13日に，製革工アクセンに対して，皮の入手資金として lル

ーブリが与えられた。 1588年12月22日と27日にも，亜麻の購入資金として

0，，5ノレーブリずつが与えられている。同月28日にも，皮の入手資金として6

ループリ 6アルトゥイン，灰の入手資金として20アルトゥインが与えられ，

アクセンは，このお金で牛革44枚，馬革 2枚，灰2チェトヴェルチを購入した。

同年2月28日には，ノウ、ォトルジョークの製革工ニーコンに対して，樹

皮入手資金として10アルトゥイン，皮入手資金として0，，5ループリが与え

られた。彼のところには，製造中の修道院の皮ー革があり， 3月28日に，製

造した修道院の皮革，すなわち，雌牛製の上等の皮革 1枚と無色の皮革l

枚，馬皮製の無色の皮革3枚，靴底用のモロッコ革 3枚，靴底用の l枚皮

を保管所 Ka3Haに運んできた。アクセンには，このような皮革の製造に対

する報酬として 2グリウ、、ナが与えられた。 4月24日に， ニωーコンは，ウ、、オ

ロクで原料として購入した皮革，すなわち，靴底用の雌牛の皮6枚，靴底用

のそロッコ革 3枚，オペレノク 3枚，無色の皮2枚を運んできたので， 24ア

ルトゥインが与えられた。ニーコンは，また，製造された上等の皮革10枚，

無色の皮革 4枚，無色の雌牛製皮革 4枚，靴底用のなめし革製の皮革2枚

を運んできた。アクセンには， 4月24日に，ヴォロクで，タールと樹皮の

購入資金として25アルトゥインが渡された。 4月30日に，馬の皮50枚が購

入され， 3ループリ 2アルトゥインが与えられた。 5月7日に，ニーコン

(257) Ta.M ，>Ke， c， 37 

(258) Ta 
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(259) 
に対して lループリ貸し付けられた。

436 

一部については，材料を入手するための資金の融通であり，労働に対する報

酬とは性格が異なるが，ここに登場しているアクセンは，オプローク受領者と

して1579年11月1日， 1581年， 1588年， 1589年12月11日に登場するアクセン

(フォマの息子〉と同一人物であると，思われす?彼は，修道院から材料費も提

供されつつ，皮革の製造に対する報酬を受けていることが分かる。また，もう

一人の製革工ニーコンは，所領外のノヴォトルジョークの人間であるが，アク

センと同じように材料となる皮革の購入費用を受け取っている。このように，

オブローク受領者であるか否かに関係なく，材料費については修道院側が保障

し，しかも労働の対価をも支払ってL、たことが分かる。

製革工としてオブロークを受領している人物そのものが，当該時期において

は，アクセンとワシーリー，そしてワシーリーの後を引き継ぐ形でグレゴ

リー，という状況であり，製革工の数自体が少なかったと思われる。

【桶屋】

① 1573年 7月22日に，蝦を製造したシリャイに対して，羊皮用に 2アル
(261) 

トゥインが与えられた。

② 1573年 9月24日に，蝦を製造した桶屋のシリャイと 2人のカザクに対し
(262) 

て，それぞれ， 2アルトゥインと 4ジェーニガlが与えられた。

③ 1574年 l月19日に，蝋を製造した桶屋のシリャイに対して， 2アルトゥ
(263) 

インが与えられた。

このように，オブローク受領者であり，大工あるいは桶屋とされているシ

(259) Ta.M )/(e， c. 252、254‘259‘260
(260) BXKi<d(8 c. 217. 226.242. 263 
(261) BXKrI{JI<. c. 34 
(262) Tw仰 )/(e，c 41 
(263) TaM .)/(e司 c.67 ここに出てくるシリャイは，大工として1573年11月28臼，
1576年1月5日， 1581年10月1日付でオブロークを受領しているシリャイ・ボ
チャルニク山HP必 60鴨 pHHK(イワンの息子)(BXKi<d叫 c.195，213， 226)と同一人物
である可能性が高い。彼の息子と思われるイワンも， 1592年に大工としてオブ
ロークを受領している (TaM)/(e， c. 283) 
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リャイが，蝋の製造に携わっている。

【製粉業】

① 1573年6月28臼に，モジャイスクの製粉業従事者ステパンに対して，製

粉場での仕事の報酬 Moropeu;として半分の 2ループリが与えられた。が，

彼が担保を提出していなかったので， 2ループリは与えられなかった。結

局，残りの2ノレーブリも与えられ，総額でιループ、リに達LEJ)
② 1573年9月13日に，小麦を製粉するため， 17人に対して 3ジェーニガず
つ，合計 8アルトゥイン3ジェーニカ、が，ノーヴォエ村で与えられ27〕
③ 1580年2月4日に， 11人のボブィリ 606bl.J1bに対して，小麦を製粉した報
酬として， 1人に3ジェーニガずつ，合計 5アルトゥイン3ジェーニガが

(266) 

与えられた。

④ 1580年2月22日に，オトチシチェヴォ村において，ライ麦を製粉した製

粉業従事者チャシチャ部落のセメンと仲間達に対して， 1人当たり 4アル
(267) トゥイン 2ジェーニガ，合計13アルトゥインが与えられた。

①に見られるように，オプロークを受領していない者も，修道院に対して保

証を与えなければならず，そうでない場合には報酬の全額を得ることができな

かったのであろうか。これが，特殊な場合なのか，それとも通常のことであっ

たのか，この l例だけで判断することはむつかしい。また，②と④で製粉が行

われているこつの村については，いずれも当該修道院に近いが，オブローク受

領者の登場してこなかった村であり，①についても，すでに触れたように

州 HlKHaHMe.ITbHHu;a抄と表現されており，オブローク受領者が担当していた製粉

場とは異なる可能性がある。そして，①を除くと， 3人からげ人と，比較的多

数の人聞が仕事に従事している。報酬額については，②と③の場合，多数の人

聞が関わっているためか，一人3ジェーニガとかなり低く，逆に①の場合に

(264) BXKnpl<. c.. 31， 32 
(265) TaM .}lCe， c. 40 
(266) TaM JKe， c 177 
(267) TaMJKe， c 178 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



-364- 香川大学経済論議 438 

は，オブローク受領者の最高額40アルトゥイン (240ジェーニガ〉 を上回る 2

ループリ (400ジェーニガ〉を得ている。④の場合は， 4アノレトゥイン 2ジェー

ニガ (26ジェーニガ)であるから，中間的な額ということになるであろう。
v 

、"

れから推測すると，①の場合は，単なる臨時雇用ではなく，オブロークという

表現が使われずに <<MorOpeu))とL、う表現が使われているとしても，オブロー

ク受領者に近い関係を当該修道院と持っていたと推測される。

[漁師1
① 1581年7月9日に，漁師アニシムに対して，彼が大侯の到着に備えて，

(268) 

魚を採ったので，修道院長の命によって 1ルーブリが与えられた。

このアニシムは， 1575年12月初日と1579年12月25臼にオプロークを受領して
(269) 

いるアニシムと同一人物と思われるが，臨時のサーヴィス提供に対する報酬を

受け取っていることが，この事例から分かる。

【屋敷番】

① 1573年10月4日に，屋敷番に対して，
(210) 

ラグlシノ村で耕地を耕作した報酬

② 

③ 

④ 

として15アルトゥインが与えられた。

1573年12月7日に，ブィコウ、、ォ村の屋敷番に対して 8ジェーニガが与え
(271) 

られたが，彼は，ばらばらになった斧を修理しなければならなかった。

1575年11月23日に，オトチシチェヴォ村の屋敷番に対して， 7つ分の羊
(272) 

の毛皮を作っ lた報酬として， 10ジェーニが与えられた。

1580年l月9日に，ノーヴォエ村の屋敷番に対して，羊毛を打って作つ
(273) 

た報酬として， 1アルトゥインが与えられた。

屋敷番は，第2章でも触れたように，耕地の耕作を義務付けられている場合

があったが，ここでも，本来の仕事とは別のものに携わっていることが分かる。

(268) TaM班 e，c. 211 

(269) BXK~ð(6， c. 211，219 

(270) BXKnpl<， c. 43 

(271) TaM .)/(.e‘c 58 

(272) TaM)/(.民 c..116 

(273) TaM )/(.e， C 176 
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【カザク】

① 1573年10月9日に，修道士アンフィローフィーに対して，ベノレコヴォ村

で必のカザク，つまりイワンとニキータへの賃金20アルトゥインが渡さ

れた。

② 1574年 1月23日に，カザクのベトロフと仲間達は，ノヴゴロドで魚を，

すなわち，ウスリーシロザケ，ルドガ，サケ，ニシンを全部で54樽購入し

た。総額で114ループリ20アルトゥイン 8ジェーニガが支払われた。そし

て，樽を縫い合わせ， )馬に蹄鉄を打ち，干し草，燕麦，丸太を30アルトゥ

インー 7ジェーニガ 073ジェーニガ〉で購入した。支出総額は， 115ルー

プリ 17アルトゥインー 1ジェーエガであった。翌24日にも，ペトロフは，

ノウ。ゴロドで次のような買い物をしている。すなわち，馬の引き革と轡を

10個ずつで15アルトゥイン， 頚木9個に3.5アノレトゥイン，馬櫛((rpe6.J1Hua抄

3個に lジェーニカ¥鎖付のおもがし、5個と普通のおもがし、 2個に14アル

トゥイン 3ジェーニガ， nyc.J1HWHO品紡糸30巻きに 4アルトゥイン， 2アル

トゥイン 2ジェーニガ分の塩，燕麦 Iチェトヴェノレチに 2アルトクイン2

ジェーニガ，環状の紡糸20巻きに4アルトゥイン 3ジェーニガで，支出総

額47アルトゥイン 4ジェーニカ‘であっ怨)

③ 1574年3月26日に，カザクであるセメンに対して， 2棟の穀物倉を建造

したので 9日間の賃金3アルトゥインが与えられ史〕

④ 1575年9月9日にカザクのベトロフは，オスタシコゥーォ村から12樽半の

カワカマスとスズキを搬入し， 14ループリ22アルトゥイン 4ジェーニカを

支払った。また，キュウリウオとアセリナを5，.5チェトヴェルチ購入して，

lゎ5ノレーブリ 5ジェーニガを支払った。全額で'16ループリ 6アルトゥイン
A ‘ (277) 
-2ジェーニガを支出した。

(274) TaM .>Ke， c 43， 44 

(275) TaM>Ke， c 68 

(276) TaM>Ke、c77 

(277) TaM)/(れ c110， 111 
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このうち③は，すでに触れたように， 1574年に行われた建築事業の一環であ

り，穀物倉の建築に際して，補助的な労働を提供したものと思われる。 オブ

ローク受領者として登場しているカザグは，いずれも製粉場に関係し，カザク

の個々の名前は記されていなかったが，ここに挙げた事例は，名前が記されて

L 、るとともに， カザクが使い走り的な労働や補助的な労働に携わっていたこと

を示唆するものとなっている。

このように，一方でオブローク受領者が存在しつつ，他方では，具体的な労

働については，オブローク受領者の一部と，オブロークを受領していない人物

とが雇用されていたこと，しかも，オブローク受領者に対しても，労働への報

酬が支払われていることが分かる。

2 オブローク受領者と共通しない職種

次に， オブローク支払帳簿には記載されていない職種あるいは仕事として，

以下のようなものが支出帳簿の中に見られる。

【農民】

① 1573年10月22日付で， スドゥニコヴォ村の農民イワン
(ナザ、ルの息子〉

② 

に対して，半ヴィチの土地を借り受けたので 6アルトゥイン与え27また
が，耕作しなかったので，修道院長は，彼に返却するように命令した。

1574年2月14日に，修道院長の命によってオトチシチェフスカヤ・ヴォ

ロスチの農民ペトルーシャとノヴリャンスカヤ・ヴォロスチのイワンコに

対して，修道院長がモスクワから出かけた折に，修道院長とともに修道院
(279) 

の動産をモスクワから運んだ運び賃として 4アルトゥインを与えた。

③ 1574年3月8日に，ノヴゴロド大主教の所に干し草と燕麦を運ぶために

雇用された農民12人に対して， 1人2..5ジェーニガずつ，合計 5アルトゥ
(280) 

インが与えられた。

④ 1579年12月29日に，

(278) 
(279) 
(280) 

faM )/(e‘c.45 

faM 1Ke， C 71 

faM 1KιC 74 

ボロパノヴォ村で、門を作ったボロバノヴォ村の農民
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アルチェムとヴェリヤミノヴォ村のステパンに対して 7アルトゥインが支
(281) 

払われた。

1589年5月19日付で，ジェチョーヌィシとしてオブローグを受領している人
(282) 

物にボロバノウやォ村のアルチェムが，また，これとは別の人物で大工としてア

ンドレイの息子アルチェムが1574年 3月30日， 1576年 l月5日， 1581年にオブ
(283) 

ロークを受領しているが，④のアルチェムとの関係は不明である。大工仕事に

も農民が関与していたことを示すのであろうか。いずれにせよ，農民が運搬労

働にも雇用されていたことが分かる。

【フェルト職人】

① 1576年4月19日に，フェルト nOJICIOSarr職人達に対して，袖のない外套
(284) 

7着を縫製した報酬として， 14アルトゥインが与えられた。

② 1579年10月14日に，ロフマノウ、ォ部落(オトチシチェヴォ村に附属す

る〉のフェルト職人ゲラシムとオフォーニャに対して，フェルトを作った
(285) 

報酬として 7アルトゥインが与えられた。

③ 1580年 1月18日に，フェルト職人達に対して，フェルト 2枚と外套2着

の報酬として， 8アルトゥインが与えられだ?

④ 1580年 3月22日にヴォロニナ部落(イリイツィノ村に附属する〉のフ z

ルト職人ニコライと仲間達に対して，大きなフェルト 5枚と小さなフェル
(287) 

ト2枚の報酬として10アルトゥインが与えられた。

【ronraJ

① 1日57市6年 6月3叩O日に， TO叩I口町I口ra叩1πlb凶H聞f也似E日耶fぽK達に対して，モジヤイスク.ラ、ンヤ8幻2反

(281) TaM班 e，c 175 

(282) BXKKd叫 c.252 

(283) TaM)/(仇 c.205，213、226，227

(284) BX Knpl<唱 c126 

(285) TaM班民 c.170 

(286) TaM )/(e， C 176 

(287) TaM .)/(e司 c180 
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(288) 
への報酬として27アルトゥイン2ジェーニガが与えられた。

442 

このこつの職種は，織物関係の専門化を示唆していると共に，これらの職種

については，オブローク受領者ではなく，臨時的な雇用労働で済まされていた

こと，また，フェルト職人が，修道院領内の，村ではなく，部落に存在してい

たことを示すものとなっている。

【釘製造工】

① 1573年10月l日に，釘1，000本を製造したヴォログの釘製造工 rB03.D;apb
(289) 

に対して 1グリウ、ヲが与えられた。

② 1574年3月13日に，釘2，000本を製造した釘製造フィリカに対して， 2 
(290) 

グリヴナが，さらに同人に対して，釘1，000本分1グリヴナが与えられた。

釘製造工という，より専門化した表現が使われているが，①の場合は，先の

鍛治屋の所で「ヴォロクの鍛冶屋」とされていたものであろうし，②の場合

も， 1ヴォロクの鍛冶屋フィリカ」とされている人物であろうと考えられる。

【油の製造】

① 1573年6月6日に，ボイル油用亜麻仁油を製造したイワンとかれの仲間
(291) 

3人に対して， 4アルトゥインが与えられた。

② 1576年7月23日に， 7チェトヴェノレチのボイル油の製造に当たって，亜

麻の種子を細かく砕いた人達に対して14アルトゥインが，油屋3人に対し
(292) 

て6アルトゥインが，それぞれ与えられた。

③ 1582年3月31日に，亜麻の種子を砕いた報酬として，ボプィリ達に対し

て，オトチシチェウ、、ォ村とイリイツィノ村において 5アルトゥイン 3
(293) 

ジェーニガが，ノーヴォエ村において2アルトゥインが与えられた。

(288) TaM .)Ia， C 130 (( TOnraJ1bHHK>> は((TonTaTH>> (踏みこねる〕から派生した

ものと思われる。ラシャの製造工程で，地を厚く密にする部分を担う人たちで

あろう。

(289) TaM )l(e， c 42， 43 

(290) TaM .)I(e， c. 75 

(291) TaM .)I(e， c. 29 

(292) TaM班 e，c 131 

(293) TaM .)I(e， c.. 228. 
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亜麻から油が製造されているが，とれに関わった人達は，複数で労働に従事

していること，定期的に雇用されているのではなく，その時々に応じてボブィ

リをも含めた雑多な階層から雇用されていること，等々が読み取れる。

【蝋の製造】

① 1574年1月19日に，蝋を製造したジェニスとイワン・グベンコに対し
(294) 

て， 10ジェーニガが与えられた。

このように，蝋の製造については，前述の桶屋のシリャイ以外では， この事

例しか記載されていない。

【カラーチ製造職人】

① 1573年9月21日に ヴォロクで， 2チェトウ、、ェルチのカラーチ(錠前型

の白パン〉を大侯の到着に備えて焼きあげたカラーチ製造職人に対して，
(295) 

2グリウ、ナが与えられた。

カラーチ製造職人の雇用については，この一例のみであるが，

入は頻繁に記載されており，当該修道院では，この時期，

カラーチの購

カラーチを修道院内

で製造するのではなく，外部での購入に依存していたものと思われる。

【ナイミート】

① 1573年11月9日に，イエヴレヴォ村の 3人のアイミ一人すなわちオヴ

ドキムコ， イワンコ，ザハルコに対して，一人15アルトゥインずつの，
(296) 

人目のオスターシャに対しては2グリウ。ナの賃金が支払われた。

4 

② 1574年4月9日に，村々でナイミートに支払うために，修道士ヨシフに

対して2..5ループリが渡された。同日，同じ目的のため，修道士ヤキムに対

して 3ノレーブリ 15アルトゥイン渡された。 同月 12日にも，同じ目的のた

め，修道士ダニーノレに対して，

修道士イエフは同日，

6ループリが渡された。所領管理人である

トゥーロウ品ォ村でナイミートに支払うために修道士

キリルに 2ノレーブリを，村々でナイミートに支払うために修道土イエフ・

(294) 

(295) 
(296) 

TaM 'HCe， c.. 67 

TaM班e、c41 

TaM .1Ia， c. 51 
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ナイミートについては，具体的な労働については，記載されていないため，

ナイミートが一つの職種を意味しているのか，それとも雇

用労働者一般を意味しているのか，もここでは定かではない。

【馬医者】
(298) 

① 1573年 5月13日に，馬医者に 3アルトゥインが与えられている。

② 1573年6月16日に，馬医者アダシに対して，修道院の馬の治療費として
(299) 

半ループリが与えられた。

馬医者の存在については，すでに触れた通りであるが，支出帳簿に記載され
(300) 

ている事例はこの 2例しかない。

【その他】

また，不明である。

1573年 9月21日に，橋の修理人達に 2グリヴナ，食事を作る人 KOpMOB1l¥HK

Uこ1グリヴナ，穀物倉の内装をした大工に 5アルトゥイン，をそれぞれ与

アンギロヴォ村の管理人アレクセイ・スカレブニに対して，
(301) 

15アルトゥインが渡された。

② 1573年12月1日に，菜園を担当する修道土ヨナに対して，厩肥を運ぶ若
(302) 

者を雇用する費用として 4アルトゥインが与えられた。

1573年12月26日に，ルコヴニコヴォ村の十人長セメンに対して，魚とと
(303) 

もに運んだガマ 2個の代金として 1アルトゥインを与えた。

① 

えるため，

③ 

(297) TaM)I(仏 c81 
(298) TaM )l(e， c. 27 

(299) TaM)I(仇 c30 
(300) 馬医者は，すで、に触れたように，オブローク支払帳簿の中で，保証人として

登場している (BXKKdは.c.. 195) 

(301) BXKnpl<. c. 41 

(302) TaM )l(e. c 57 
(303) TaM附、 c.62 修道院領であるルコヴニコヴォ村は，当該修道院の所在地から

は相当遠方にあるが，ここに十人長が存在していることは，私領地における共

同体の問題を考える際に，考慮されなければならない事柄である。
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④ 1573年12月31日に，セメン・クリヴォフヴォストに対して 4アルトゥ

イン 1ノプゴロトカが与えられたが，彼が棒で司祭をアンギロウ。ォ村へ運

んだからである。 1574年2月15臼にも，彼に対して 1アルトゥインが与え

られたが，彼はヴャジマに出かけて，馬の飼料を lアルトゥイン分購入し
(304) 

たと言われている。

⑤ 1574年4月29日に，商人クリムに対して，手袋と麻布の購入経費とし
(305) 

て， 1ループリがヴォロクで与えられた。

⑥ 1575年11月29日に，フヨード、ル・ナザレフスキーに対して，ロコソヴォ

村からスタリツァへの馬車による運搬賃として， 12アルトゥインが与えら
(306) 
れた。

⑦ 1581年5月8日に， ドゥゲ、ァレツキーのセルゲイは，井戸を掘った報酬
(307) 

として025ループリを与えた。

⑧ 1581年5月15日に，ド、ウヴァレツキーのセルゲイに 4アルトゥイン渡され
(308) 

たが，彼は，薪割りに対する報酬として，その金銭を与えなければならない。

頻度の高くないものをその他にまとめてみたが，井戸掘り，薪割り，運搬と

いう労働を受け持つた者，商人等が登場している。いずれも，極めて臨時的な

労働あるいは役割を担ったものということであろう。ただ，その中に，修道院

領のルコウ(ニコヴォ村の十人長が含まれていることは注意を要する。

また，モスクワでは，部分的には，すでに触れたように，所領内にオブロー

ク受領者が派遣されるという形で，労働力が提供されていたが，モスクワから

の支出覚書の中に，次のような内容の記述が見られる。

① 1575年11月29日に，モスクワの職人ヤコフとピョートルに対して，錫

めっきされた大皿とフライパンを製造した報酬として， 20アルトゥインが

与えられた。同年12月10自にも，両人に対して，錫めっきされた小型フラ

(304) TaM )Ke， c. 62， 71. 1ノヴゴロ}カは2ジェーニガである。
(305) TaM班 e，c. 83 

(306) TaM )l{e， c. 116 

(307) TaM)I{民c..205
(308) TaM .)I{e， c 206 
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イパンを製造した報酬として， 40アルトゥインが，同月11日にも，釜3個

を製造した報酬として 2アルトゥインが与えられた。さらに，同月16日

には，口つきの水差し 4個と大盃6個を製造した報酬5アルトゥインが，

同月27日には，錫めっきされた大盃50個を製造した報酬として 1ルーブ

リ，教会用の錫製品3個を製造した報酬として 1アルトゥインが，それぞ

れ与えられた。両人には， 1576年3月1日にも，大皿，フライお，蝋製

品を製造した報酬として 3ループリ 20アルトゥインが与えられた。

② 1579年10月24日付のモスクワでの支払の中に，モスクワの修道院長の庵

室に暖炉が作られ，職人に25アルトゥインが与えられたこと，教会の窓に

雲母製窓枠が作られ， 21アルトゥインが支払われたこと，銀製手提げ香炉

の修理に対して防ルトゥインが支払われたこと，アンギロヴォ村設が

2つ作られ， 10アルトゥインが支払われたこと，等が記載されている。

③ 1588年5月1日に，モスクワから修道士モイセイがもたらした支出覚書

の中で，修道院で教会を建造することになっている教会石工達悶MeHll¥HKH

L¥epKOBHbIeに対して， 2ループリが与えられたことが記されている。

このように，モスクワにおいても，必要に応じて職人が雇用されていた。

3 小括

以上の検討を通して，当該修道院では，オブローク支払帳簿に記載された人

物だけではなく，オブロークを受領してはいない他の人物も雇用されていたこ

とが確認できる。ただ，労働力の雇用であるのか，労働の結果の報酬であるのか

が不明確な点でもある。が，オプローク受領者以外の雇用労働力については，

保証人あるいは担保のような保証を必要とせず，単に労働の対価として報酬を

受け取っているだけであり，修道院との関係は，独立的である。このような雇用

形態は，労働を提供する人間と修道院との聞に一定の関わりを生じさせるが，

これは労働を提供する限りにおいて!であり，修道院に対して永続的に従属する

(309) TaM )/(e， c. 116， 117， 123 
(310) TaM )/(e. c. 170 

(311) TaM )/(e， c 246 
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ことを意味するものではなかった。そういう意味では，修道院は必要な労働力

を，絶えず外部に求めざるを得ない状況下に置かれていたということになる。

では，臨時的な雇用は，修道院にとってどうしづ意味を持っていたのだろう

か。建築関係では，大規模な事業が行われる際に，大量の労働力を必要とし，

臨時的に，オブローク受領者をも含めて，鍛冶屋，大工，石工等を雇用するだ

けでなく，補助的な労働力をも確保しているとと，農業関係では農繁期に，牧

畜業関係でも屋外での牧養が必要な時期に，それぞれ臨時的な雇用が見られる

こと等が，以上の検討を通して明らかにされたように思われる。以上の職種を

除くと，臨時的な雇用は目立ったものとはなっていない。むしろ，当該修道院

は，外部から購入するという方法を採っていたと思われる。

また，炉焚き人，番人，馬係，火撞き棒製造職人，木さじ製造職人，製塩業

者，靴工，鞍師，テーブノレクロス織工，ろくろ師，ストッキング製造工のよう

に，オプローク受領者の職種としては登場しているが，臨時的な雇用が全く見

られない職種もある。労働の性格によって分類すると，手工業関係を除いた炉

焚き人，番人，馬係については，比較的労働の場と役割が明確であり，人数的

にもオブローク受領者のみで修道院の需要を充たすことができたと思われる。

手工業関係を見ると，鞍師を除いて，比較的臼常生活に密着した職種が多い

が，これらについては，人数的には多くないものの，日常的には，オブローク

受領者のみで十分であったということを意味しているのだろうか。

臨時的雇用労働力とオブローク受領者との関係はどうであったのだろうか。

とれについては，前述のように，臨時的な雇用労働力の一部がオプローク受領

者と重複している可能性も考えられる。そのような人物は，オブロークを受領

しつつ，具体的な労働に際しでも，それに応じた報酬を受け取っていたという

ことになる。これが顕著な職種は製革工で，それ以外の職種では，大規模な建

築事業が行われる場合の大工の動員に見られる場合を除き，例外的である。

それでは，どのような人聞が修道院に対して労働力を提供していたのだろう

か。そこで，次に，オブローク受領者を中心に，雇用労働力提供者の問題につ

いて，検討を加えてみたい。
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N 雇用労働力提供者の実態

l オブローク受領者の戸の所有について

それでは，雇用労働力の提供者はどのような人達であったのだろうか。臨時

的な労働にのみ携わる人達については，全くその実態を捉えることができない

が，オブローグ受領者については，オブローク支払帳簿と支出帳簿を検討する

ことによって，ある程度捉えることができそうである。先ず，その際に分析の

対象となるのは，すでに触れたオブローク受領に際して受領者が提供した保証

の中味である。保証の形態についても，すでに触れたことではあるが，先の形

式に沿って，戸の所有という視点から分析を加えてみたい。

(1) そこで先ず，担保も，保証人も，いずれをも必要としない場合で， このよ

うな事例は，

① レストヴィツィノ村の屋敷番アンドレイ
(312) 

古参住民なので，保証を必要としなかった。

② リトヴィノヴォ村の屋敷番ニキータ
(313) 

古参住民なので，保証を必要としなかった。

③ ，f1eleHbIlllダニール(チモフェイの，息子〉

フアジェイェヴァ部落に住み，戸を持っているので，保証を必要としな
(314) 

カミっfこ。

の3例があるが，前 2者は，いずれも屋敷番であり，家畜の放牧を義務づけら

れている。これ以外に，古参住民がオブローク受領者となっている例はオブ

ローク支払帳簿に見当たらないので，古参住民がオブローク受領者となること

は稀であったと考えられる。

(2) 次に，自己の戸を所有していて，保証人ではなく，自己の戸を担保として

いる場合で，このような事例としては，

(312) 

(313) 

(314) 

BXlu<o({/‘c， 201 

TaM )l(e 

Tw切)l(e，c， 192 
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① 靴工イストマ(マトヴェイの息子)

1587年， 1588年， 1589年12月11日に，ポクロフスコエ村の戸を担保とし
(315) 

ている。

②鞍師ル夕、ク

1588年， 1589年12月11日， 1592年とホクロフスコエ村の戸を担保として
(316) 
いる。

③ 大工のトレチヤーク(アンドレイのd息子)
(317) 

1592年に，オトチシチェヴォ村の戸を担保としている。

④ 車大工・大工イストマ

1588年， 1589年10月11日， 1590年9月4日とロジオノヴォ部落の戸を担
(318) 

保としている。

⑤ 大工セメン・クチン
(319) 

1592年に，プロボエヴォ部落の戸を担保としている。

⑥ 石工イワン・グベンコ
(320) 

1592年に，ロフマノヴォ部落の戸を担保としている。

⑦ ろくろ師リュピム
(321) 

1592年に，チャ:ンチャ部落の戸を担保としている。

⑧ 府民HhIIIlアンドレイ(ワシーリーの息子〉
(322) 

1592年に，ブイゴロド村の戸を担保としている。

⑨ 庫民Hh山アンドレイ(マーカルの息子う
(323) 

1588年， 1589年10月11日にチャシチャ部落の戸を担保としている。

(315) TaM)/(れ c.235、249，264
(316) TaM)/(e c. 242、263、279
(317) TaM .)/(e， c. 283， 284 
(318) TaM )/(e. c. 241，259.275 

(319) TaM)/(民 c..283

(320) TaM.)/(仇 c.284 

(321) TaM .)/(e 

(322) Ta" )/(e. c. 289 

(323) TOM)/(e c 239. 256 
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⑩ 江ereHbI凹アンドレイ(ヤコフの息子〕
(324) 

1590年9月4臼， 1592年にチャシチャ部落の戸を担保としている。

⑪ mτeHbIIllワシーリー・グノレホイ
(325) 

1592年にロジオノヴォ部落の戸を担保としている。

⑫ 用 reHbI凶エロフェーイ(フヨード、ルの息子〉
(326) 

1592年にチャシチャ部落の戸を担保としている。

⑬ 周 reHbIIllイワン・ドルゴイ
(327) 

1588年にトロフィモヴォ部落の戸を担保としている。

⑭ 即日HbIIllベールヴォイ(ロジオンの息子〉

450 

1590年9月4日にはファジェイェウ、、ァ部落の戸を担保とし， 1592年には
(328) 

ロジオノヴォ部落の戸を担保としている。

⑬ 江ereHbIIllステパン
(329) 

1592年にニコリスコエ村の戸を担保としている。

⑮ 町の番人ドロガーニャ (330) 

1592年にノーヴォエ村の戸を担保としている。

⑫ オトチシチェヴォ村の屋敷番ベーノレヴォイ(ノレガの息子〉

1588年7月18日， 1589年とオトチシチェヴォ村の屋敷番としてオトチシ

チェヴォ村の戸を担保とし， 1592年には家畜の世話人としてオトチシチェ
(331) 

ヴォ村の戸を担保としている。

⑮ 「雇用労働者用の戸)J，eTI1H)J，BOp Jの炉焚き人ミハイル(チェムリューク

の息子〉
(332) 

1588年にノーヴォエ村の戸を担保としている。

(324) Taw)#(れ c.272.. 288 
(325) TaM)#(e. c 288 

(326) TaM)#(e 

(327) TaM)#(e c. 238 

(328) Ta¥1 .)#(e， c. 271、287

(329) TaM)#(ιc. 288， 289 

(330)](αM JKe. c 286 

(331) TaM )#(e. c. 247、251
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(3) しかし，戸を所有しているにもかかわらず戸を担保とせず，保証人を立て

ている事例もある。

① ~eTeHblill モルチャンコ(マトヴェイの息子〉

ロフマノヴォ部落に居住し，戸を持っているが，大工のジェメンチ zイ
(333) 

を保証人としている。

② 且，ereHblillエレメイ〔クジマの息子〉

ポクロフスコエ村に居住し，戸を持っているが，大工のジェメンチェイ
(334) 

を保証人としている。

③ 江ereHblillイワン(ハリトンの息子〉

1575年11月9日に，チャシチャ部落に戸を持っているが，ブ、ルィコヴァ

部落の管理人ネクリコードが保証人となっており， 1581年10月15臼には戸

の所有には触れられずに，チャシチャ部落のワシーリーが保証人となって
(335) 
いる。

④ 瓜，ereHblillミハイル(オブロシムの息子〕

1573年11月16日に，オトチシチェヴォ村に戸を持っていたが，担保とせ

ず，広ereHbI凶オフシャニク(オヌフリーの息子〉が保証人となっており，

1575年11月4日には戸の所有には触れられずに，保証人のみが記載されて
(336) 
いる。

⑤ ~ereHblill オフシャニク(オヌフリーの息子〉

1573年11月16日に，オトチシチェヴォ村に戸を持っていたが，担保とせ

ず，ミハイル(オブロシムの息子〉が保証人となっており， 1575年11月4

日には戸の所有には触れられずに，保証人のみとなってい叡〉

⑥ 江ereHblillセメン(マルチャンの息子〉

(332) Ta.M )IU， c 243 

(333) l'aM )I(e司 C. 193 

(334) TaM)I(民 C 193，207， 216 
(335) TaM )l(e， C 209， 230 

(336) TaM)I(e， C 194、207

(337) TaM .)I(e、C 194，208 
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1573年11月16日， 1575年12月6日， 1579年10月27日にはチャシチャ部落

に戸を持っていたが，保証人を立てていた。そして， 1581年10月15日に
(338) 

なって，保証人を立てずに，チャシチャ部落の戸を担保としている。

⑦ .r:¥ereHbl山ガヴリール・ヤリル(ジェメンティーの息子)

ノーヴォエ村に戸を所有していたが，当初は保証人を立て 0573年12月

2日， 1579年10月27日， 1581年10月15日)，後に戸を担保としている
(339) 

0588年， 1589年10月11日， 1590年 9月4日， 1592年〉。

⑧ 即時Hbllllアンドレイ(ミノ、イルの息子) (340) 

ゥーォロニナ部落に住み，自己の戸を持っていながら，保証人を立てている。

⑨ .r:¥eTeHb山イワン(フヨード〉レの息子〉

ノソウV部落に住み，自己の戸を持っていたので， 1573年10月31日には

保証を必要としなかったが， 1575年11月17日には，ノソヴォ部落に居住し
(341) 

ているにもかかわらず，保証人を立てている。

⑩ 府民地Illlマトヴェイ(ミへイの息子〉

1573年10月31日， 1575年11月4日と，ファジェイェヴァ部落に住んで，

戸を持っていたにもかかわらず保証人を立て， 1579年10月30日には自己の
(342) 

戸を担保としたが， 1581年10月15日には再び保証人を立てている。

⑪ 即時Hbllllヤキム(チモフェイの息子〉

1973年12月17日の記載によると，チャシチャ部落の戸を持ちつつ，戸を

担保とせず，おじでジzチョーヌィシのアンドレイを保証人としており，

1575年11月9日， 1579年10月29日， 1581年10月15日には保証人の名前だけ

が記載されていたが， 1588年， 1589年10月11日， 1590年9月4日，1592年には
(343) 

チャシチャ部落の戸を担保としている。

(338) Ta.M )1(e. c 194. 210‘215町 216.230 

(339) TaM .)1(eヘc.196.215‘228、239.256、272.288 

(340) TaM .)1(e. c. 194 

(341) TaM)1(e、c..192. 209 

(342) TaM)1(民 c.192町 193‘207.217. 230 

(343) TaM )1(e. c. 199、209.216. 229、239、256.270句 271、287
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⑫ 瓜，ereHbIllIイサク(フヨードルの息子〕

1573年12月2日には自分の戸を持ち，ノーヴォエ村に住んでおり，保証

については何も触れられていないが， 1575年11月18日， 1579年10月29日に

はブルィコヴォ部落の管理人ネクリュードが保証人となり， 1581年10月15

日にはジェチョーノクのヤキム(チモフェイの息子〉が保証人となってい
(344) 
る。

このように，いずれもジェチョーヌィシだという点が特徴的である。

(4) また，担保を提供しつつ，同時に保証人も必要としている事例もある。

① ストッキング製造工アナーニー

1589年10月11日， 1590年9月4日と，オニスキナ部落にある戸を担保と
(345) 

し，親方でストッキング製造工であるベールヴォイを保証人としている。

② .D;ereHbIllIドロフェイ(フヨードルの息子〕

1588年には保証人のみであったが， 1589年10月11日， 1590年9月4日に
(346) 

は保証人とともにチャシチャ部落の戸を担保としている。

③ .D;ereHbIllIロマン(ワシーリーの息子〉

1590年9月4日に，保証人とともにチャシチャ部落の戸を担保としてい
(347) 
る。

④ .D;ereHbIllIロマン(ワシーリーの息子)

1581年10月15日， 1588年とノーヴォエ村の戸を担保としていたが， 1590 

年9月4日には，これに加えて保証人を立て， 1592年には再び担保のみに
(348) 

戻っている。

⑤ 馬係マトヴェイ(エフスターフィーの息子)

1581年10月1日， 1588年， 1589年10月11日， 1590年9月4日と保証人の

みであったが， 1592年には，保証人とともに，ノソヴォ部落の戸を担保と

(344) TaM )l(e， c 196、209司216、228‘229
(345) TaM )l(e， c. 260、275
(346) TaM )l(e， c. 240、257‘272
(347) TaM )l(e， C 271 
(348) TaM .)I(e， C 229， 239噌273，288
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(349) 
している。
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このように，戸を所有し，それを担保として，保証人を必要としない事例も

あるが，数的には戸を所有せず¥保証人を必要としている場合が圧倒的である。

ただ，戸を所有しつつ，それを担保とせずに，保証人を立てている事例もある

ことを考慮するならば，保証人を必要としているからといって，必ずしも戸を

所有していなかったとは言えない。しかし，戸を所有していたことが確実なわ

けでもない。おそらく，戸を所有していなかった人達が圧倒的であったのだろ

う。

これと関連して，また，オブローク受領者の実態を把握する上で注目に値す

るのは，同一人物で，当初は戸を所有していないため保証人を必要としていた

のが，ある時点から戸を所有することになり，その結果，保証人を必要としな

くなっている場合や，その逆の場合である。このような事例として挙げること

ができるのは，

① 靴工ドロガーニャ(フィリップの息子〉

彼については， 1581年より前に保証人，担保とも言及されていないが，

この年にオブローク 1ループリの代わりにポクロフスコエ村にあるデメホ

フスカヤの大工達の戸を与えられ，それ以後，与えられた戸を担保として
(350) 

いる(息子ダニールも靴職人である〉。

② 靴工ワシーリー(ブダイの息子〉

1581年， 1587年， 1558年には保証人を立てていたが， 1589年12月11日に
(351) 

はポクロフスコエ村の戸を担保としている。

イ ③ 靴工トレチヤーク(イワンの息子〉

1587年， 1588年と保証人を立てていたが， 1589年12月11日にはチャシ
(352) 

チャ部落の戸を担保としている。

(349) TaM)/(仇 c.224，240、259、274，2幻

(350) TaM )/a， c. 198，213司 220，228， 235‘250、264
(351) TaM JKe. c. 228‘236，250 

(352) TaM JKe. c. 235， 250， 264 
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④ ストッキング製造職人ベールヴォイ(アルチェムの息子〉

1576年 1月5日，1581年10月1日と保証人を立てていたが， 1588年， 1589 

年10月11日， 1590年9月4日とオニスキナ部落にある戸を， 1592年にはロ
(353) 

フマノヴォ部落の戸を担保としている。

⑤ テーブルクロス織工アレクセイ

1588年， 1589年10月11日， 1590年9月4日には保証人を立てていたが，

1592年にはヴィソーカヤ部落にある戸を担保としてい安〉

⑥ 裁縫師ワシーリー(ミハイルの息子〉

1581年には保証人を立てていたが， 1588年12月27日， 1589年12月11日に

はポクロフスコエ村にある戸を担保としてい祭〉

⑦ 裁縫師イワン・カ:ンャ(セルゲイの息子〉

1573年12月17日， 1576年1月4日には保証人を立てていたが，おそらく

1579年12月29日以降は，ポクロフスコエ村にある戸を担保にしている

(肌年と1588年間27日にはそれが記載されている??〕

③ 裁縫師イワン(アンドレイの息子〉

1573年12月17日， 1576年 1月2日には保証人を立てており， 1579年12月

26日， 1581年， 1587年12月22日には保証人の記載もないが， 1588年12月27

日にはポクロスコエ村の戸を担保としている。 1588年の記載では，修道院

長の命によって，彼には7098年分のオブロークl凶5ループリと針用の lア

ルトゥインがあらかじめ与えられ，彼の同僚には秋のニコラの日 01月6

日〉から7098年分のオプロークを与えられることになるが，その時には，
(357) 

彼には与えないとされている。

⑨ 裁縫師ピャートイ(フヨードルの息子〉

1581年， 1588年には保証人を立てていたが， 1589年12月11日にはノー

(353) TaM .>Ke， c.. 213， 226， 242， 260，275，284 
(354) TaM>Ke， c. 243， 260， 275， 287 
(355) TaM.>K民 c.227， 249， 264 

(356) TaM >Ke， c 198， 213， 220， 227， 249 
(357) TaM>Ke， c 198、212，219， 227， 235， 249， 250 
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(358) 

ヴォエ村にある戸を担保としている。

⑩ 鍛冶屋トレチヤーク(イストマの息子〉

1588年には保証人を立てていたが.1589年10月11日.1590年9月4日と
(359) 

ノーヴォエ村の戸を担保としている。

⑪ ろくろ師フィリップ(ドミトリーの息子〉

1573年11月14日.1576年1月3日.1579年10月29日には保証人を立て，

1581年10月1日には担保・保証人とも記載がないものの.1588年以降，

1589年10月11日.1590年9月4日.1592年とチャシチャ部落の戸を担保と
(360) 

している。

⑫ 大工モイセイ (トゥノレフォンの息子〉

1581年.1588年.1589年10月11日には保証人を立てていたが.1590年9

月4日にオブローグ20アルトゥインの代わりにポクロフスコエ村にある戸
(361) 

を与えられ.1592年にはその戸を担保としている。

大工カリーナ⑬ 

1588年には保証人を立てていたが.1589年10月11日.1590年9月4日に
(362) 

はチャシチャ部落の戸を担保としている。

⑭ 車大工・大工ミハイノレ(ヨシフの息子〉

車大工として1581年10月1日.1588年には保証人を立てていたが，

1589年10月11日には車大工として.1590年9月4日には大工としてロジオ
(363) 

ノヴォ部落の戸を担保としている。

⑮ 桶職人レオンティー

1588年には保証人を立てていたが.1589年10月11日にはファジ zイェ

ヴァ部落の戸を.1590年9月4日にはロジオノウやォ部落の戸を担保として
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TaM .Jf<e， c. 228， 249、264

TaM )f(e， c. 242， 260， 275 
TaM)f(e、C..194，213，216，226，242，260 
TaM )f(e， c. 227，250，259，274，283 
TaM .)f(e‘C. 241， 259、274

TaM )f(e， C 226，241，259、260，274 
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(364) 
いる。

⑬ ，ll;eTeHbIllIジェニス(マクシムの息子〉

1589年10月11臼， 1590年9月4日と保証人を必要とし， 1592年にはニコ
(365) 

リスコエ村の戸を担保としている。

⑫ 瓜.ereHbIllIイワン(フヨード、ノレのd息子〉

1588年， 1589年10月11日， 1590年 9月4日と保証人を立てていたが，
(366) 

1592年にはストミロヴォ部落の戸を担保としている。

⑮ ，ll;eTeHbIllIイストマ

1588年には保証人を立てていたが， 1589年10月11日にはヴィソーカヤ部
(367) 

落にある戸を担保としている。

⑬ 且，ereHbIllIメンシク(グリゴリーの息子〉

1588年と1589年10月11日には保証人を立てていたが， 1590年9月4日に

はファジェイェヴァ部落の戸を， 1592年にはロジオノヴォ部落の戸を担保
(368) 

としてし、る。

⑫ 瓜.ereHbIllIメンシク(ナウムの息子〉

1588年には保証人を立てていたが， 1589年10月11日， 1590年9月4臼，
(369) 

1592年にはチャシチャ部落の戸を担保としている。

⑫ 江.ereHbIllIミハイル・ウ。ォドピヤン

1588年には保証人を立てていたが， 1589年10月11日， 1590年9月4日，
(370) 

1592年にはチャシチャ部落の戸を担保としている。

@ ，ll;ereHbIllIミハイル(セメンの息子〉

1573年11月3日， 1575年11月4日には保証人を立てていたが， 1581年10

(364) TaM )/(e， c. 241，259，275 
(365) TaM)/(e， c 252，258，271，287，288 
(366) TaM)/(e， c 238， 257， 272， 287 
(367) TaM)/(仇 c239，256 

(368) TaM )/(e， C 238， 239， 257， 273， 287. 
(369) TaM )/(e， C 239， 257， 272， 288 
(370) TaM .)/(e， C. 239， 256， 271， 287 
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(371) 

月15日にはノーヴ、ォエ村の戸を担保としている。

⑫ 即時HbIIllセメン・ボルジンスコイ

458 

1581年10月15日にはノーヴォエ村の4人が保証人となり， 1588年には

チャシチャ部落のアンドレイが保証人となっていたが， 1589年10月11日，
(372) 

1590年9月4日， 1592年にはファジェイェウ、、ァ部落の戸を担保としている。

@ )J.ereHbIIllトレチヤーク・プレシウ、、ォイ

1588年， 1589年10月11日， 1590年9月4日には保証人を立てていたが，
(373) 

1592年にはチャシチャ部落の戸を担保としている。

⑮ 且ereHb凹フヨード叫ル(シドルの息子〉

1589年10月11日， 1590年9月4日と保証人を立てていたが， 1592年には
(374) 

チャシチャ部落の戸を担保としている。

⑮ 江eTeHbIIllヤコフ・ラティシャ

1581年10月15日， 1588年には保証人を立てていたが， 1589年10月11日，
(375) 

1590年9月4日にはチャシチャ部落の戸を担保としている。

⑫ 即日HbIIllエメリヤン(フォマの息子〉

1589年5月9日， 1589年10月11日， 1590年9月4日と保証人を立ててい
(3'76) 

たが， 1592年にはイリイツィノ村の戸を担保としている。

@ 漁師アレクセイ(カルプの息子〉

1573年11月24臼には保証人を立てていたが， 1575年12月29日， 1579年11

月9日にはフアジェイェヴァ部落にある戸を担保としている。しかし，
(377) 

1581年には再び保証人を立てている。

⑫ 漁師グリゴリー(タラスの息子)

(371) TaM 1Ke， C 193，208，228 
(372) TaM1Ke， C 229， 239， 256、271‘287
(373) TaM1Ke， c， 239， 257， 272， 288 
(374) TaM ，1Ke司c，， 257司 258，272， 289 

(375) TaM 1Ke， c 229， 240， 257， 272 
(376) TaM1Ke司 c，， 252、258，271、287
(377) TaM1Ke， c 195，211，218，226 
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1573年11月24日， 1575年12月29臼， 1579年11月9日， 1581年10月1日，

1588年と保証人を立てていたが， 1589年10月11日， 1590年 9月4日には

チャ、ンチャ部落にある戸を担保としてい277〕
⑩ 漁師フヨードル(ロジオンの息子〉

1588年には保証人を立てていたが， 1589年10月11日， 1590年9月4臼に

はチャシチャ部落の戸を担保としてい家)

⑧ ブイゴロド村の屋敷番ミハイル

1580年 l月10日， 1588年7月18日， 1589年と保証人を立てていたが， 15 

89年12月11日はブイゴロド村の戸を担保としている。しかし， 1592年には
(380) 

再び保証人を立てている。

@ 厩番ザーハル

1588年には保証人を立てていたが， 1589年10月11日， 1590年9月4日に
(381) 

はオトチシチェヴォ村の戸を担保としている。

の32例である。このうち，オブロークの代わりに戸が与えられている場合が2

例ある。また，職種別に見た場合には，オブローク受領者の中でも多数を占め

ているジェチョーヌィシが12例と最も多く，次いで，裁縫師，大工(車大工，

桶職人も含めて〕が4例ずつ，靴工・漁師が3例ずつ，残りは，テーブノレクロ

ス織工・ストッキング製造職人・鍛冶屋・ろくろ師・番人・屋敷番が各l例ず

つである。

なお，担保についても，保証人についても，その理由が示されることなく，

いずれも記載されていない事例がいくつかあり，その事例の中で特徴的なの

は，大工あるいは車大工とされているアクセン(イグナティーの息子入大工あ

るいは桶屋とされているシリャイ，大工のアルチェム(この人物については，

当初シリャイが保証人となっている)，ストッキング製造工のグリゴリー，鍛

(378) TaM .)Ke， c. 195，211，218，226，243，261，276 
(379) TaM )Ke， c.. 243， 261， 276 
(380) TaM)Ke， c. 220，221，247，248、251，267， 289 
(381) TaM)Ke， c. 243，261，276 
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冶屋のイワン(ミハイルの息子〉のような，技術の修得を要する手工業者が含
(382) 

まれていることである。戸を持っているかどうかを論じる際には，このような

人達をどう取り扱うかによって，状況が変わってくるので，慎重に取り扱わな

ければならないが，本稿では，この 6人については戸を持っていたとL寸仮定

の下に，オブローク受領者の戸の所有という観点から，これまでに挙げた事例

を，職種別に整理してみると，

靴工"-'4人(9人中〉

鞍師"-'1人 (3人中〉

裁縫師"-'4人(18人中〉

テーブノレクロス織工"-'1人 (3人中〉

ストッキング製造職人"-'4人 (5人中〕

ろくろ師~~ 2人 (5人中〕

大工(車大工，桶職人を含む)"-'10人 (22人中)

石工"-'1人(2人中〉

鍛冶屋"-'2人(10人中)

ジェチョーヌィシ"-'36人

家畜の世話人・屋敷番"-'4人

漁師"-'3人 02人中)

炉焚き人"-'1人

番人"-'2人 (24人中〉

馬係"-'1人 (50人中〉

となり，火掻き棒製造職人に戸の所有者がいない点と，鍛冶屋に戸の所有者が

少ないという点を例外として，手工業者については戸を持っている人達の割合

が比較的高い。これとは対照的に，屋敷番，炉焚き人，番人，馬係の場合は，

圧倒的に戸を持たない人達が多い。ジェチョーヌィシの場合は，他と比較する

と戸を持つ人達が多いが，絶対数が多いだけに，戸を持つ人の占めと切合は低

(382) TaM .)I(e， C 195， 197， 199，2∞， 202，213，215，216，220，221，226，227 
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(383) 

くなる。

このように，オブローク受領者の戸の所有状況は，職種によってかなり異な

るものであったが，戸の所有の有無はオブローク受領者の日常的な生活がどこ

で営まれたか，とし、う問題と密接に関わっている。そこで，次に，前述のよう

な戸の所有状況を前提としつつ，オブローク受領者の生活の場について検討を

加えてみたい。

2 オプローク受領者の生活の場

戸を持っている人達が，生活の場をその戸に置いていたことは，当然のこと

であろう。彼らが，自己の所有する戸を拠点としながら，オブローク受領者と

して，修道院にそれぞれの職種に応じたサーヴィスを提供していたことは，第

2章で言及した漁師ヤコフやトミーラの例によっても明らかである。しかし，

サーヴィスの内容如何によっては，生活の場と切り離される状況も生じ得る。

前述の生活の場と労働の場との関係が問われることになる。

そこで，戸の存在する集落に注目すると，ノーヴォエ村 (9戸〉とポクロク

スコエ村 (8戸入そして，これらの村々に付属するチャシチャ部落 09戸入

ファジェイェヴァ部落 (7戸，うち 3人は，後にロジオノヴォ部落へ移る)，ロ

ジオノヴォ部落 (3戸，後に3人が当部落に戸を持つ)，ヴィソーカヤ部落 (2

戸)，プロボエヴォ部落c1戸)に合計49戸で，所在地の判明する67戸中の大部

分が，これらの村と部落に集中していることが特徴的である。残りの戸は，イ

リイツィノ村(1戸〉とこの村に付属するヴォロニナ部落c1戸)とトロフィ

モヴォ部落c1戸入オトチシチェヴォ村 (5戸〕とこの村に付属するロフマノ

(383) ディヤーコノフは，手工業者を含めて全てジェチョーヌィシと捉えているか
らであるが，ジェチョーヌィシについて，戸を所有するジ zチョーヌィシと，
戸を所有せず，修道院内に居住するジェチョーヌィシの存在を指摘している。
その際，自己の耕作地，すなわち，いくらかでも生活を保障する国有の経済，
を持たなかったために，ジェチョーヌィシは自己の存在をもっぱら修道院の扶
養によって維持しなければならなかった，と捉えている(.llbllKOHOBM.. .YI<Q3 ω'1， 
c 306) 
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ヴォ部落 (2戸)，ブイゴロド村(2戸〉とこの村に附属するノソヴォ部落 (2

戸)，スロミロヴオ部落c1戸)，そして，ニコリスコエ村 (2戸〉とこの村に

付属するオニスキナ部落 (2戸，うち l人は，後にロフマノウ、、ォ部落に戸を持

つ〉に存在している。いずれも，当該修道院所在地から近いところに存在して

いる。

また，職種と戸の所在地との関連を見てみると，一時期，スト vキング製造

職人の戸は，オニスキナ部落に集中していた。裁縫師の戸も， 4戸のうち 3戸

がポクロフスコエ村に集中している。同村には，他に靴工の戸(3戸)，大工の

戸c1戸〉と，手工業者の戸が多い。ノーヴォエ村にも，鍛冶屋と裁縫師の戸

がl戸ずつある。他方，チャ:ンチャ部落には，漁師とろくろ師の戸が 2戸ず

つ，靴工と大工の戸が1戸ずつあるものの，ジェチョーヌィシの戸が13戸と，

ジェチョーヌィシの戸が圧倒的である。同部落は，部落とはいうものの， 1569 

年7月20日付のソートナヤによると，農民の住む11戸と並んで，荒廃した戸が

9戸，耕地を持たない戸が3戸あり，戸数は相当多いのである。これら荒廃し
(384) 

た戸に，ジェチョーヌィシが居住することになったとも考えられる。

このように，オブローク受領者の戸が修道院近郊に存在している場合，サー

ヴィスの内容にかかわらず，生活の場を維持しつつ，修道院へのサーウやィスを

提供することが可能であったと思われる。また，ある特定の職種に携わる人々

の戸が一つの集落に集中していることは，集落毎の職業の専門化を推測させる

が，先に挙げた事例のみによって判断することはできない。

いずれにせよ，オブローク受領者であって，戸を持つ人々は，修道院近郊に

居住して，そこを生活の場としながら，修道院へのサーヴィスを提供していた

(384) また，同ソートナヤによると，この時ノーヴォエ村には大工のミハイルの戸
んテーブルクロス織工ガヴリールの戸が，ポクロフスコエ村には鞍師のクジマ
る戸が，いずれも耕地を伴わない戸として存在していた。しかし，この2つの
村以外のベーリ村・ベルコヴォ村・ボロバノヴォ村・ヴォルシノ村・イワノフ
スコエ村・コンドラトヴォ村・マモシノ村・ニコリスコエ村・スドゥニコヴォ
村・スパスコエ村・ウスペンスコエ}村・シェスタコヴォ村や部落には手工業者

の戸は存在していなかった(Aφ3X可 2，NQ 347) 
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ものと考えられる。とれは，当初は戸を持たず，後に戸を持つことになった

人々についても言えることであろう。

しかし，後者の場合の戸を持っていなかった期間，あるいは一貫して戸を担

保としていない人々についてはどうだったのだろうか。このような戸を持たな

い人々は，どこで生活していたのだろうか。

これについて，まず注目しなければならないのは，オプロークの授受に際し

ての次のような表現である。

① 1573年10月1日に，火掻き棒製造職人のミハイルは，オブロークとして

40アノレトゥインを得たが， 10月15日から10月15日まで居住しなければなら
(385) 

なかった。

② 1573年12月20日に，金庫番フォマ(タルフの息子〉は，オブロークとし
(386) 

て25アルトゥインを得たが， 1年間居住しなければならなかった。

③ 1574年 1月23日に，番人チモフェイ(ステパンの息子〉は，オフローク
(387) 

として0..5ノレーブリを得たが， 1年間居住しなければならなかった。

④ 1574 2月3日に，ジェチョーヌィシのアンドレイ(フォマの息子)，イワ

ン(ワシーリーの息子)，フヨードル(ミトロファンの息子〉の3人は，オ

ブローク25アルトゥインを得たが，至聖生神女庇護祭 00月l日〉まで居
(388) 

住しなければならなかった。

⑤ 1574年 3月27日に，ジェチョーヌィシのイサク(クリムの息子)は， 20 

アルトゥイン lグリヴナを得たが， 11月14臼まで居住しなければならな
(389) 

かった。

職種の異なる彼らが，どこに居住しなければならなかったのかについての記

載はないが，居住を義務付けられているのである。どこで，という点で想起し

(385) BXKl<.dc6， c 190 

(386) TaM )l(e， c 199 

(387) TaM)I(e， c. 202 

(388) TaM .)I(e 

(389) TaM .)I(e， c. 204 
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なければならないのは，炉焚き人の労働の場である。炉焚き人
の労働の場につ

いては，すでに第 2章で部分的に触れたが，手工業者の労働の場
を示唆する表

現と共に， I雇用労働者の小屋J<<，[(111I1Ha 1136a>>， I雇用人の小屋川cnyll<Ha113
6ω， 

「雇用労働者の戸」畑町I1H，[(BOP>>， r雇用労働者の小屋の雇用労働者の部屋」(390) 
畑町間，[(Bope~ B朋 I即日36y>>I馬係の小屋J<<KOHlOweHHa耳目白砂とし、う表現や

，

炉焚き人の担当する村名が記載されている場合がある。

馬係の場合，前述のように，戸を持つ人物は1名しか存在していなか
ったこ

とを考慮すると，馬係の小屋は，馬係が居住するための小屋であ
ったと考えら

れる。雇用労働者用の小屋については，一般的な表現しかされて
いないので，

特定の職種を当てはめることはできない。手工業者の場合は，
第2章で触れた

ように，職種毎の小屋が存在し，そこが仕事場であったと同時に
，宿泊施設で

もあった可能性が高い。また，雇用労働者あるいは雇用者の小屋
が宿泊施設で

あり得た。しかし，これらの小屋は，いずれも，同一年度にお
ける炉焚き人が

1人であり，小屋を表わす表現が単数形であることを考慮すると，
修道院内

に，複数ではなく，一つずつ存在していたと思われる。しかも
，これらの小屋

を利用できるのは，オプローグ受領者として修道院に対するサー
ヴィスを提供

している期間だけであったと考えられる。

では，戸を持たない人達がオプロークを受領していない時の，通
常の生活の

場はどこであったのだろうか。すでに言及したことであるが，
オブローク受領

者の居住地が記載されている点にも注目しなければならない。
オブローク受領

者の多くは，修道院所領内の村や部落に居住していたことを示
唆している。し

かし，戸を持っていないとすると，どこにかということになる
が，この点で無

視することができないのは，村内に存在する Ke.TIb耳，つまり，救
貧施設として

の小さな小屋である。これは，某村の炉焚き人として，という表
現があること
(391) 

から判断すると，炉焚き人の，もう一つの仕事場でもあると思わ
れる。

(390) TaM )j(e， c. 191. 205勺 214.221. 222 232町 233.243. 244. 251. 261， 284.
 285 

(391) 炉焚き人の仕事場と結びついている村は，すでに触れたように
，アンギロ

ヴォ村，ベーリ村，ボラシコウやォ村，ボロパノヴォ村，ブジャロウ、、ォ村
，ブイ
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救貧施設については，すでに第2章で，修道院が領内の村に所有する施設の

ーっとして触れておいたが，各村に複数存在していることが多かった。例え

ば，前述のソートナヤによると，ニコリスコエ村に2つ，ベノレコヴォ村・コン

ドラトヴォ村に各4つずつ，ウスペンスコエ村・シェスタコヴォ村・スキルマ

ノウ、、ォ村・マモシノ村に各5つずつ，スドゥニコヴォ村・イワノフスコエ村に各

伝ずつ，ヴルシノ村に 8つ，ポクロフスコエ村に15の救貧施設が存在Lてい

た。この中では，当該修道院の所在地に最も近いポクロフスコエ村の救貧施設

数の多さが際立っている。なお，同ソートナヤによると，ボロパノヴォ村，

ノ-hzg，ログシノ村，ベーリ村，スパスコエ村には救貧施設は存在して
いなかった。

したがって，一つの可能性として，戸を所有していないオブローグ受領者

は，救貧施設に居住して，修道院から食糧を提供されながら，日々の生活を送

り，時に修道院に労働力を提供することによって，職種に応じた施設へと生活

の場を移していたと思われる。が，第 l節で検討したように，戸の所有状況は

ゴロド村，ブィコヴォ村，ヴェイノ村，ボルシノ村，エリナルホヴォ村，ズボ

ヴォ村，イワノフスコエ村，イエヴレヴォ村，イリイツィノ村，コンドラト

グォキナ，クジモジ z ミヤンスコエ村，レス}ヴィツィノ村，ルコヴニコヴォ

村，芹モシノ村，ノーヴォエ村，オヴドチイノ村，オトチシチェヴォ村ラキ

チノ村，ラメンコ村，サヴェリイェヴォ村，ソファトヴォ村，スパス三ェ村.
スドゥニコウ、、ォ村， トルィズノウ。ォ卒、L tゥーロウホォ村，ウスペンスコェ村;
ファウストヴァ=ゴラ村，シヱスタコヴォ村であり，救貧施設の存症が確認で

きる村と必ずしも一致してはいない。そのため，炉焚き人の仕事場として

各村に存在する修道院の他の付属施設も考えられる。が，救貧施設の存在を砕:

認できる場合の方が，史料的制約によってむしろ少なく，史料的に確認するこ

とができない村々にも，救貧施設の存在宏推定することは可能で、あろう。

(392) Aφ3X. ~. 2， NQ 347 
(393) TaM)I(eなお，ボロパノウeォ村とノーゥeオエ村はポクフスコエ村と一体として

扱われているので，救貧施設がボクロフスコエ村に集中しているとも考えられ

る。また，他のソートナヤによると，ブジャログ、ォ村(TaM)l(e， NQ 148， 294)，サ
ウ、、エリイェヴ、ォ村(TaM)l(e， NQ 294)ファウストウ、、ァ・ゴラ村(TaM.)/(仇 NQ434)アン

ギログォ村とベリヤミノヴォ村(TaM.)/(e， NQ 435)についても，救貧施設の記載は

ない。これは，文書の性格にもよるので，救貧施設の有無をこれだけで判断

することはできない。
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職種によって違いがあり，救貧施設での生活ということを一般化することはで

きない。職種による戸の所有状況を無視することはできないのである。

しかも，オブローク受領者の妻帯如何が，救貧施設あるいは職種に応じた修

道院の付属施設での生活を可能とするかどうかに関連しているようにも思われ

る。つまり，結婚している場合に，救貧施設あるいは職種に応じた修道院の付

属施設で生活することが可能だったのかどうか，とL、う問題が残されている。

オブローク受領者の結婚があり得なかった場合には，戸を持たないオブローク

受領者が救貧施設あるいは職種に応じた修道院の付属施設を利用することは当

然であったと考えられるが，オブローク受領者が結婚する可能性があった場合

には，救貧施設等の利用はどうなるのだろうか。

そこで，次にオブローク受領者の結婚について検討を加えてみたい。

3 オブローク受領者の婚姻について

この点で示唆的なのは，すでに触れた馬係ニコリスコエ村のフヨード句ルの場

合である。かれは，すでに1581年10月1日に馬係としてオブロークを受領して

いたが(この時の保証人はステパン)， 1588年にも保証人としてイワンを立て，

オブロークとして lループリを与えられていたが，結婚のため馬係りを退いた。

これに伴って，かれに代わる馬係としてクジモジェミヤンスコエ村のグ!リシカ

(グレゴリー〉が派遣された。このグリシカが受け取ったオブロークの額は，
(394) 

フヨードルの残任期間分に相当する20アノレトゥインであった。この事例は，オ

ブローク額は期間によって決定されることを示しているとともに，オブローク

受領者が結婚していたことも示している。

さらに，オブローク受領者の結婚については，オブローク受領者に子供が存

在していたことを示す次のような事例，

① ドロガーニャ(フィリッフ。の息子〉は， 1573年12月17日以降，靴工とし

て度々オブローグを受領しているが，彼の息子ダニールも， 1587年以降，

(394) BX Ki<dζ6， c. 224、240
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父親ドロカーニヤか保証人となって，靴工としてオブロークを受領してい
(395) 
る。

イワン(アンドレイの息子〉は，裁縫師として1573年12月17日以降，度々

オブロークを受領しているが，彼の息子タラフも，裁縫師として1587年12

月17日， 1589年12月11日に，裁縫師としてオブロークを受領しており，そ

の際，いずれも父親イワンが保証人となっている。 イワンのもう一人の息

子フヨードルの場合も， 1580年2月2日， 1581年， 1588年， 1589年12月11

日に裁縫師としてオブロークを受領しており， 1588年にはイワン自身が保
(396) 

証人となっている。

③ セノレゲイは， 1588年に鍛冶屋としてオブローグを受領したが，その際保
(397) 

証人となったのは，娘婿のアンドレイ・グンダールであった。

④ フィリップ(ドミトリーの息子〉は，ろくろ師として1573年11月14日以

降度々オブロークを受領しているが，彼の息子ミハイノレも，父親フィリッ

プが保証人となって， 1588年， 1589年10月11日， 1590年9月4日に， ろく

⑤ 

⑥ 

(398) 
ろ師としてオブロークを受領している。

シリャイ (イワンの息子〉は， 1573年11月28日から1581年10月 1日ま

で，桶屋あるいは大工としてオブロークを受領しているが，彼の息子イワ

ンも， 1589年12月11日， 1590年 9月4日， 1592年に桶屋あるいは大工とし
(399) 

てオブロークを受領している。

ジヱメンティー(クジマの息子〉は， 1573年11月28日， 1576年 1月5

日， 1579年10月27日と，大工としてオブロークを受領しているが，最初と

(395) ドロガーニャについては TaMJKe， c 198， 213噌 220，228， 235， 250， 264 を，夕、、ニー
ルについては TaMJKe， c. 236， 250， 264を参照。

(396) イワンについては TaMJKe， C 198，212，219，227，235，249← 251を，フヨードルにつ

いては TaMJKe， c. 221， 228. 235司 249，264を参照。
(397) TaM JKe， c. 242 

(398) フィリップについては TaMJKe， C 194，213，216，226，242、260司 276，284を，ミハル
についてはねM JKe. c. 260. 276を参照。

(399) シリャイについては TaMJKe、C 195，213，216，226を，イワンについてはTaMJKe， 
c. 265， 275， 283を参照。
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最後の場合に保証人となっているのは娘婿で裁縫師のコンスタンチン(ニ

キータの息子〉である。コンスタンチン自身も，裁縫師としてmzr月
17日， 1576年 l月2日， 1579年12月26日にオブロークを受領している。

⑦ オスタシコヴァ村のイワン・ゴルブンは，大工として1588年にオプロー

クを受領しているが，その時保証人となっているのが息子マクシムで，マ

クシム自身， 1588年， 1590年 9月4日にジェチョーヌィシとしてオブロー
(401) 

クを受領しており，彼の保証人となっているのが父親イワンである。

⑧ グリゴリーは， 1588年， 1589年10月11日， 1590年 9月4日， 1592年に

ジェチョーヌィシとしてオブロークを受領しているが，息子ボグダンも，

1588年にジェチョーィシとしてオブロークを受領しており，
(402) 

保証人となっている。

グリゴリーが

⑨ イワン・ドルゴイは，トゥロフィモヴォ部落の戸を担保とし， 1588年に

ジェチョーヌィシとしてオブロークを受領しているが，同年に，彼の息子

アクセンはオトチシチェヴォ村の炉焚き人として，同じく息子イワンは

re.JIelKHbI品目OBapとして，もう一人の息子ベールヴォイは1581年10月l日に

馬係として，それぞれオブロークを受領している。そして，アクセンの保

証人には父親イワンが，イワンの保証人には父親イワンと兄弟ベールヴォ

⑮ 

(403) 

イがなっている。

ピョートル(イワンの息子)は， 1575年11月18日， 1581年10月15日に

ジェチョーヌィシとしてオブロークを受領しているが，その際，いずれも

保証人となったのは娘婿のセメン(マルチャンの息子〉 で， セメン自身

も， 1573年11月16日， 1575年12月6日， 1579年10月27日， 1581年10月15日

(400) ジェメンティーについては TaM)l(e. c 195. 213，216を，コンスタンチンについ

ては TaM)I(e.c. 198.212、219を参照。

(401) イワンについてはおM )l(e. c. 241 '""'<'クシムについては TaM)l(e、c238‘271を参照。
(402) グリゴリーについては TaM)1(仇 c.239， 257， 272， 287を，ボグ夕、、ンについてはTaM

附.c 240を参照。
(403) イワンについてはおM )l(e. c 238，アクセンについては TaM)l(e. c. 244，息子イ
ワンについては TaM)1(れ c.242 243，ベールヴォイについてはTa.M)I(e司 c221を参照。
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(404) 
にジェチョーヌィシとしてオブロークを受領している。

⑪ アンドレイ(グリゴリーの息子)は， 1589年10月11日に，ジェチョー

ヌィシとしてオブロークを受領したが，その時保証人となったは，妻の父

親でテーブルクロス織工のアレクセイであった。アレクセイ自身も， 1588 

年， 1589年10月11日， 1590年 9月4日， 1592年にテーフルクロス織工とし
(405) 

てオブロークを受領している。

⑫ ロジオン(イワンの息子〉は， 1592年にジェチョーヌィシとしてオブ

ロークを受領したが，その際保証人となった 2名のうち l名は，妻の父
(406) 

ブィコヴォ村のイワンであった。

⑬ ドミトリー(イワンの息子〕は， 1592年にジェチョーヌィシとしてオブ

ロークを受領したが，その時保証人となったのは妻の父親フヨード、ルであ
(407) 
る。

⑭ イワン(フヨードノレの息子〉は， 1573年12月7日に，ヴェリヤミノヴォ

村の犀敷番として20アルトゥインを受領するとともに，彼の息子も，家畜

を放牧することを条件として， 5アルトゥインを得ていな?

⑮ ザーハル(ワシーリーの息子)は， 1589年12月11日に， トゥリズノヴォ

村の屋敷番としてオブロークを受領しているが，彼の息子力ヴトールは，

同日に，エルナルホヴォ村の炉焚き人としてオブロークを受領しており，
(409) 

その際，父親ザーハルが保証人となっている。

⑮ 1574年 l月8日に，アンドレイは，レストヴ、ィツィノ村の屋敷番とし

て，オブロークを受領し，彼の息子セメンも，炉焚き人としてオブローク

を受領している。アンドレイは古参住民なので担保必要とせず，セメンの

(404) ピョートルについては Ta.M.>Ile， C 209. 230，セメンについては TaM>Ile， c.. 194， 210 
215、216、230を参照。

(405) アンドレイについてはTaM.)I(e. c 258を，アレクセイについては TaM>Ile， c. 243， 
2ω、275を参照。

(406) TaM>Ile， c. 289 

(407) TaM H<e 

(408) TaM>Ile， C 197 

(409) TaM旋e、c268 
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(410) 

保証人は父親アンドレイである。

を挙げることができる。

470 

このように，上に列挙した事例は，オブローク受領者の結婚を明確に示して

いる。しかも，ここに登場する人物のうち，オブローク受領者自身の子供を除
(411) 

いた15名の中で，戸の所有が明確なのは10名であり，子弟のいるオブローク受

領者が，必ずしも，戸を担保としたり，戸を持っているにもかかわらず保証人

を立てているという訳ではなかった。つまり，戸を所有していることが結婚の

前提となっていないのである。また，屋敷番の未亡人へのオブロークの授与が

2例ぁ2?したがって，結婚と戸の所有との関連という点では，今後に検討の
余地を残しているが，オブローク受領者の結婚があり得たということは明らか

であろう。

結婚も可能であったオブローク受領者は，保証能力という点ではどうであっ

たのだろう。

4 オブローク受領者の保証能力

すでに述べたように，オブロークを受領する場合，担保と保証人によって，

あるいは保証人だけによって，修道院に保証を与えていたが，オブローク受領

者には保証能力はなかったのだろうか。そうではなく，オブローク受領者も，

オブローク受領者であると同時に，つまりオブローク受領者となっている時に

同時に，保証人となっている場合が存在しているのである。

そこで，保証人の職種という点をも考慮しながら，オブローク受領者が保証

人となっている事例を挙げてみると，

(1) 手工業関係では，

① 製革工のアクセン(フォマの息子〉

(410) TaM >Ke， c 201 

(411) 靴工ドロガーニャ，裁縫師イワン，テーブ、ルクロス織工アレクセイ，ろくろ
師フィリップ，桶屋・大工のシリャイ，大工のイワン，ジェチョーヌィシのイ
ワンとセメン，屋敷番のイワンとアンドレイである。

(412) TaM >Ke， c 203 
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ジェチョーヌィシについて10件(人物としては 7人入射手について 3

件(人物としては2人入裁縫師について 3件(人物としては2人入製革

工について 2件(人物としては 1人λ木さじ製造職人について 2件(人物

としてはl人入炉焚き人について3件，火掻き棒製造職人について 2件

(人物としては1人入牧人・靴工について 1件ず旬〕

製革工のワシーリー(イリヤの息子〉

炉焚き人・裁縫師ついて 1件ず匂)

② 

製革工グリゴリ一

番人について 2件，炉焚き人について 1従)
靴工のドロガーニャ(フィリップの息子〉

③ 

④ 

靴工につLiJ5件(人物としては2人で， 1人は息子であるλ炉焚き人
について3件。

靴工のイストマ(マトヴ zイの息子〕

炉焚き人について 2件，靴工・裁縫師ーについて 1件ず匂〉

⑤ 

靴工のルダク(モロスの，息子〉

裁縫師・屋敷番について l件ず217J
⑥ 

(アザルの息子〕

射Tについて 7f'I: C人物として 3人で， 1人は兄弟)， j)I焚き人につい

て3ぺlp係について 2f'I: Clr1J一人物入製苧 r ろくろ師・寄人について
l 件ずつ。'

鞍師のイストマ⑦ 

(タラスの息子〕鞍師のイストマ⑧ 

(413) TaM >Ke， c 207、216、217，220、227司 228.240， 242. 249， 250ろ252，257. 258、260-3，265、266、
271、275

(414) TaM>Ke. c 222. 228 

(415) TaM >K仇 C.285，286 

(416) TaM >Ke. C 213，214，228、236，250司 264.265 
(417) TaM>Ke， c. 233町 235‘264，285

(418) TaM>K久 c.202.221 

(419) TaM >Ke，C 191，192204.206.207、211214、217，225. 226. 232、233

-
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家内労働者について 1件。

⑨ 裁縫師のボグダン(イワンの息子) (421) 

裁縫師・番人・炉焚き人について l件ずつ。

⑩ 裁縫師のワシーリー(ミハイノレの息子) (422) 

裁縫師について 3件(人物としては2人λ 靴工について 1件。

⑪ 裁縫師のワシーリー・スプ小コ(イグ、ナーティ斗3息子〉
ジェチョーヌィシについて l件(兄弟である〉。

⑫ 裁縫師のイワン(セノレゲ叫イの息子〉

472 

裁縫師について 3件，ジェチョーヌィシについて 2件，靴工について l
(424) 
件。

⑬ 裁縫師のイワン(アンドレイの息子〉
(425) 

裁縫師について12件(人物としては6人)， 口OBapについて 1件。

⑭ 裁縫師のコンスタンチン(ニキータの息子〕

裁縫師について 4件(人物としては3人)，大工について 2件(同一人物
(426) 

で，娘婿〉。

⑮ 裁縫師のナウム(パーヴェノレの息子〉
(427) 

裁縫師・屋敷番について l件ずつ。

⑮ 裁縫師のピャートイ(ブヨードゾレの息子〉
(428) 

馬係について l件。

⑪ テープhルクロス織工のアレクセイ

金庫番・ジェチョーヌィシについて l件ずつ(後者の場合は娘婿〉。

(420) TaM .)I(e、c203 
(421) TaM班 e，c 220， 227， 232 
(422) TaM )l(e， c 235， 250， 264. 265 
(423) TaM )l(e， c. 289 
(424) TaM班 e，c 194， 196、199，213，227
(425) TaM)I(仇 c.198， 199，212、213，225，228，235、249，264， 265 

(426) TaM)I(e、c.195. 198，212，216 

(427) TaM)I(e、c.246，277 

(428) TaM )l(e， c. 282 

(429) TaM)I(民 c.258，261 
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⑬ テ'-'ブルクロス織工のジェニス(ネゴジャイの息子)
(430) 

ジェチョーヌィシについて 6件(人物としては4人〉

⑬ ストッキング製造工のベールヴォイ(アノレチェムの息子)

ジェチョーヌィシについて 4件(人物としては 2人)鍛治屋について 3

件(人物として2人入ストッキング製造工について 2件(同一人物で，
(431) 

ベールヴォイの弟子〉。

⑮鍛冶屋のアレクセイ
(432) 

ジェチョーヌィシについて 1件。

@鍛治屋のボグダン
(433) 

鍛冶屋について 2件，ジェチョーヌィシについて l件。

@ 鍛治屋のボリス(ピョートルの息子)
(434) 

大工について l件。

@ 鍛治屋のグリャイ
(435) 

ジェチョーヌィシについて l件。

@ 鍛冶屋のイワン(ミハイルの息子〉
(436) 

ジヱチョーヌィシについて H牛。

@ 鍛冶屋のトレチヤーク(イストマの息子)

鍛冶屋・靴工・ジェチョーヌィシ・漁師について H牛ず唆)

@ 火掻き棒製造職人のミハイル(アンドレイの息子)

ろくろ師について 2件(同一人物入炉焚き人について l従)
⑫ 火掻き棒製造。職人のプラトン

(430) TaM ，)I(e， c 215，228，230，258，271，287 
(431) TaM)I(e， c 258，260、271，272， 275， 283 
(432) TaM)I(e， c 210 

(433) TaM )l(e， c 242， 258， 275 
(434) TaM )l(e， c， 227 

(435) TaM班 e，c 239 

( 436) TaM)I(e， c 220 

(437) Ta.w)l(e， c 236町 240，242‘243 
(438) Ta，.w )l(e， c 194， 195、216
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炉焚き人について 2件，ジェチョーヌィシ・漁師・番人について 1件ず
(439) 

つ，不明が2件。
⑮ ろくろ師のフィリップ(ドミトリーの息子〕

ろくろ師について 3件(人物としては2人お〕うち 1名は息子入木さじ

製造職人について 2件，炉焚き人について l件。

@ 車大工・大工のアクセ:/(イグナーティーの息子〕

ジェチョーヌィシについて 4件，靴工・炉焚き人・番人・カザクについ
(441) 

てl件ずつ。

@ 桶屋・大工のシリャイ(イワシの息子〉

大工について 3件(人物としては2人)，テーブノレクロス織工について

2件(同一人物入ジェチョーヌィシ・修道院の下男・チェリョージヌィ
(442) 

イ=ポヴァルについて 1件ずつ。

@ 桶屋・大工のアルチエム(アンドレイの息子) (443) 

大工について 2件，靴工・裁縫師・ジェチョーヌィシについて l件ずつ。

@ 大工のワシーリー(ユーリーの息子〉
(444) 

ジェチョーヌィシについて 1件。

@ 大工のグリゴリー〈イワン・ボルィガの息子〉
(445) 

ジェチョーヌィシについて 2件。

@ 大工のジェメンチェイ (446) 

ジェチョーヌィシついて 5件(人物としては3人)，大工について 2件。

@ 大工のイワン・ゴルプン

(439) T，山 t)l(e， C 243. 250" 261.， 266、276勺 278
(440) TaM )l(e，c 190町 195，216‘226，240、260，276

(441) Tal1 )l(e， C 194， 195勺 197，208町 209，213.， 215、222、229

(442) TaM)I(e， C 195勺 198町 200引 205町 211-3.， 222

(443) TaM)I(仇 C 207，210，， 213，228 

(444) Ta.w )l(e， C 229 

(445) Ta，切 )l(e，c， 215‘216. 

(446) Ta.11 )l(e， c. 193.， 195， 207町 208，216 
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(447) 
ジェチョーヌィシについて 2件。

阜大工・大工のイストマ

ジェチョーヌィシについて3件，大工・木さじ製造職人・馬係(馬係は

ジェチョーヌィシの l人と同一人物)について l件ず勾)

@ 

大工のカリーナ

製粉業従事者について 2件(同一人物入ジェチョーヌィシについて 2

件(同一人物λ車大工・大工・屋敷番について l件ず句J

⑨ 

桶屋のレオンティー

製革工・大工・家畜の世話人について H牛ず明)

車大工・大工のミハイル(ヨシフの息子〉

製粉業従事者について 2件(同一人物75:〕
(トゥルフォンの息子)

(452) 
ジェチョーヌィシについて 2件，鍛冶屋について l件。

⑮ 

@ 

大工のそイセイ⑩ 

大工のセメン・クチン
(453) 

鍛冶屋につL、て 1件。

大工のフヨードル(ドミトリーの息子〉
(454) 

炉焚き人について 1件。

@ 

@ 

製粉業従事者のロジオン(オヌフリーの息子〉

製じえ』木工大人
h
h
u
 

+JR 
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(447) To材班点 C. 238 

(448) r.ιM >K e. c. 259. 273噌 283，284， 287. 289 
(449) TOM >K仇 c..241，257も 258、265、268、274，275
(450) TOM >Ke， C. 242、250，260

(451) TOM >Ke， C. 259，274 

(452) TOM >Ke， C 273， 283， 289 
(453) TOM >Ke， C. 283 

(454) TOM >Ke， C. 205 

(455) TOM>Ke， C. 193，208，215，218，219，238-40，242，257，272，288 
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(2) ジェチョーヌィシについては，

① 
¥
B
J
'
'
 
子白回世の
。
。

マ
佃
件

ジ

l

ク

て
、LVつ番敷屋

アンドレイ

② )
は
件

子

5

息

て
の

い

ル

つ

カ

に
一

シ

マ

イ
(

ヌ
ョチエ

J

ジ

アンドレイ

③ 
。。。
何日件1i
 

、，Jノ子
て

息

い
の

つ

ン

に

メ

シ

セ

イ

/
F
t
¥
 

ヌヨチZ
 

J
J
J
 

アンドレイ

④ (フォマの息子)

ジェチョーヌィシについて・ 5件(人物としては2人751〕
アンドレイ

⑤ (ヤコフのd息子〉アンドレイ

ジェチョーヌィシについて11件(人物としては5人)，炉焚き人につい
(460) 

て1件。

⑥ 
わ

。

¥

ノ

め

。

¥

ノ

団
件
子
加
件
子

〉

l

息

{
2
息

子

て

の

て

の

息

い

ル

い

ル

の

つ

エ

つ

ド

フ

に

ヴ

に
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シ

一

シ

ヨ

ヤ

イ

パ

イ

プ

(

ヌ

(

ヌ

(

ヨ

ヨ

チ

チ
ヱ

エ

A

ジ

J
J
J

アルチェム

⑦ ワシーリー

⑧ ワシーリー

屋敷番について 2件(ワシーリーは農民と記載されている〉。

(フォマの，息子〉⑨ ワシーリー

1588年5月25日にアンギロヴォ村でジェーチの保証人として 2度記載さ

れているが， 1573年12月7日に 1度だけアンギロヴォ村の屋敷番としてオ

(456) 

(457) 
(458) 

(459) 
(460) 

(461) 
(462) 

(463) 

TOM )/(仇 c280 

To.M )/(e、c.239， 258， 271 

TOM )/(e， C 287 

To.M )/(e， c. 199，209司 216，229、230
TO.M)/(e. c. 239守 257，258、271、272，285‘287

TOM )/(れ c208 

TOM)/(e、c.196 

TO.M)/(e. c. 205、268
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(464) 
ブロークを受領している。

⑩ ダニール(チモフェイの息子〉
(465) 

ジェチョーヌィシについて 2件(同 人物)。

⑪ グリゴリー
(466) 

ジェチョーヌィシについて l件(息子である〉。

⑫ ジェメンチェイ(オヌフリーの息子〕
(467) 

ジzチョーヌィシについて 1件。

⑬ エレメイ(クジマの息子)

川崎件
噌

E
4

、
}
ノ

て

子

い

息
つ

の

に

イ

シ

ェ
イ

プ

ヌ

モ
一

チ/
{
、
、

ヨチ

ム
エ

キ

ジ

ヤ
⑭
 
ジェチョーヌィシについて4俊〕

⑮ イワン(グリゴリーの息子〉

ジェチョーヌィシについて 8件(人物としては5人)。イワンは野菜栽
(470) 

培者として保証人となっている。

⑮ イワン(ドミトリーの息子〉
(471) 

ジェチョーヌィシについて 5件(人物としては4人〉。

⑫ イワン・ドルゴイ

ジエチヨ一ヌイシふr焚き人.r児e.JI叩
る)について l件ずず、つ。

⑬ イワン(イワンの息子〉
(473) 

ジェチョーヌィシについて 2件 cl件は兄弟〉。

(464) TaM )/(e， c 196勺 245

(465) TaM)/(e c 202. 207 

(466) TO'1 )/(e c 240 

(467) TOM .)/(e. C 218，219 

(468) TaM)/(e c. 207 

(469) TaM)/(e c. 219. 228-232 

(470) Ta'1)/(e c. 239. 240. 257. 258、271.272 

(471) To'1 .)/(e. c 194. 210‘217‘231 239 

(472) TO'1)/(e C. 238勺 242-4

(473) TaM班 e.c. 196. 208 
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⑬ イワン(スピルの息子)

ジェチョーヌィシについて 2件。

@ イワン・ハリン
(475) 

大工について l件。

⑫ イサク(フヨード町ルの息子〉
(476) 

ジェチョーヌィシについて 1件。

⑫ カリーナ・ジューリ(チモフェイの息子〉

ジェチヨ戸ヌィシについて 5件(人物としては3人)，製粉夫常者に

ついて 3件(同一人物)，木さじ製造職人・馬係について l件ずつ。

⑫ グリメンティー(ワシーリーの息子〉

ジェチョーヌィシについて 1件。

⑫ クリメンティー(ウvラスの息子〉

ジェチョーヌィシ・車大工・ろくろ師について 1件ずつ。

@ マルチャン・ポドセヴァノレ
(480) 

ジzチョーヌィシについて1f牛。

@ マトヴェイ(ドルマートの息子〉
(481) 

ジェチョーヌィシについて1f牛。

⑫ マトヴェイ(ミヘイの息子〉
(482) 

ジェチョーヌィシについて 5件(人物として 3人〉。

⑮ メンシク(ナウムの息子〉
(483) 

ジェチョーヌィシについて 5件(人物として 3人〉。

(474) TaM)/(e、c239. 288 

(475) TaM)/(e、c227 

(476) TaM班仇 C.216 

(477) TaM)/(e、C 231. 241. 250. 257‘262. 271. 272、274、275，282

(478) TaM)/(e、C 230 

(479) TaM)/(e司 C.207‘217、226

(480) TaM )/(e， C 229 

(481) TaM )/(e， C 204 

(482) TaM)/(e C 208、216‘219..232勺 239

(483) TaM .)/(e. c. 239. 240守 257，272 
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ミノ、イノレ・ブラガ
(484) 

ジェチョーヌィシについて 1件。

ミハイル・ヴォドピヤン
(485) 

ジェチョーヌィシにづいて2件。

ミハイル(イワンめ息子)
(486) 

ジェチョーヌィシについて 3件。

ミハイノレ・メショーク (イワンの息子〉
(487) 

ジェチョーヌィシについて H牛。

ミハイノレ(オブロシムの息子)
(488) 

ジェチョーヌィシについて l件。

ニキフォール(ヤコフの息子〕
(489) 

ジェチョーヌィシについて l件。

オフシャニク (オヌフリーの息子〉
(490) 

ジェチョーヌィシについて 2件。

ペーノレヴォイ (ロジオンの息子〉
(491) 

ジェチョーヌィシについて l件。

セメン (マルチャンの息子〕
(492) 

ジェチョーヌィ、ンについて 8件(人物としては 6人〉。

セメン (ポトパイの息子〉
(49~) 

ジェチョーヌィシについて 5件(人物としては3人〉。

(484) 

(485) 

(486) 
(487) 
(488) 

(489) 

(490) 

(491) 

(492) 

(493) 

Ta.M )l(e. c 238 

Tα'1班仇 c287. 288 

TaM )l(e. c 207. 231 

TaM )l(e c 230 

Ta.w )1(民 c194 

Ta.<1 )1(抗 c.196. 

rα..'1 )l(e c 194.208 

Ta.w )l(e. c 27.3 

TaM .)I(e. c 194.208-10.215. 230 

Ta.w )l(e c 196.207司 210‘219

-405-
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⑮ セメン・ボルジンスコイ
(494) 

ジェチョーヌィシについて 7件(人物としては4人〉。

⑩ ブィコヴォ村のセメン
(495) 

ジェチョーヌィシについて 2件。

@ ステパン(コンドラーティーの息子〉
(496) 

ジェチョーヌィシ・金庫番について 1件ずつ(同一人物〉。

⑫ トレチヤーク・プレシヴォイ
(497) 

ジェチョーヌィシについて 1件。

@ フヨードル(ミトロフォンの息子)
(498) 

ジェチョーヌィシについて l件。

(割その他

① 漁師のアレクセイ(カルフ。の息子)

漁師について 6件(人物としては3人〉。

② 漁師のワシーリー(ヤコフの息子〉
(500) 

屋敷番について 1件。

③ 漁師のグリゴリー(タラスの息子〉

480 

漁師について 5件(人物としては3人)，ジ zチョーヌィシについて l
(50!) 

件。

④ 漁師のマクシム(イワンの息子〉
(502) 

漁師について l件

⑤ 漁師のフヨード町ル(ロジオンの息子〉

(494) Ta.M )/(e， C 239、240、256，271， 273司 287

(495) Taw ，)/(e， c， 257、273

(496) Ta.M)/(民 C 207‘218 

(497) TaM )/(('， C 239 

(498) Ta切 Mιc，230 

(499) Taw)/(e c， 195，211、218‘226

(500) TaM班仇 c，233 

(501) TaM)/(，ヘc，211、219、226、261‘276
(502) Ta.M)/(民 c，195 
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鍛冶EJfついて4件(同一人物で，兄弟である)，漁師について 2件(同
一人物〉。

⑥ 家畜の世話人ズブチェイ(フィリップの息子〉
(504) 

馬係・番人について l件ずつ。

⑦ 馬係のアレクセイ

馬係(おいて l件。但L，この時，アレクセイは家畜頭cr佃 HOHnpHKa3'1HK 

であった。

⑧ 馬係のワシーリー・オフヴアート
(506) 

ジェチョーヌィシについて l件。

⑨ 馬係マトヴェイ(エフスターフィーの息子〉
(507) 

馬係・炉焚き人について l件ずつ。

⑩馬係のニキータぷリゴレーの息子〉

馬係について l件j

⑪ 馬係のベールヴォイ

(509) 
re.JIelKHbIH nOBapについて 2件(同一人物で，兄弟〉。

⑫ 馬係のポドセヴァル(ワシーリーの息子)
(510) 

ジェチョーヌィシについて I件。

⑬ 馬係のロマン(ザーハノレ息子〕
(511) 

馬係について l件。

⑭ 馬係のセルゲイ(ワシーリーの息子)

ジェチョーヌィシについて5件(人物としては3人入不明がlizf)
(503) TaM>K(九c2.36， 242司 260‘261，275， 276 
(504) TaM >Ke， C. 217，218 

(505) TaM >Ke. C. 218 

(506) Ti.αM >Ke. C. 271 

(507) TaM>Kれ c.266.282 

(508) TaM >Ke， C 224 

(509) TaM>Ke， c.. 236， 242， 243 
(510) TaM>Ke， c.. 217 

(511) TaM>Ke. c. 241 

(512) TaM>K民 c.238， 257、272，282、289
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⑮

⑮

⑫

⑬

 

炉焚き人について l件(息子である〉。

⑬ 屋敷番のザーハル(ワシ」リーの息子〉

炉焚き人について 1件(息子である??

⑫ 屋敷番のイワン(キシレの息子〉

屋敷番について 1件。

⑫ 屋敷番のミハイル (519) 

炉焚き人について l件。

⑫ 屋敷番ベールヴォイ 〕

ジェーチについて 2件。

@ 炉焚き人のイワン(ヤコフの息子〉

ジェチョーヌィシについて 2件。

@ 炉焚き人のトロフィム〉(イワンの息子〉

炉焚き人について l件。

(513) TaM )j(e. c 224、236.
(514) TaM)j(仇 c241 

(515) TaM .)j(e， c. 196‘198 

(516) TaM )j(e. c. 201 
(517) r.ι，，)j(ιc 266 
(518) TaM )j(e. c 198 

(519) TaM )j(e， c. 246 

(520) Ta.")j(ιc. 245 

(521) TaM)j(e. c. 207、208.215
(522) TaM )j(e. c 198 
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@ 炉焚き人のシヱスタク(アンドレイの息子〉
(523) 

馬係について 2件，射手について 1件。

@ 金庫番のアルチェム(ヤコフの息子)

ジェチョーム?シについて 3件(人物としては2人λ 番人について l

件，不明が I梓j

⑫ 番人ワシーリー(アナーニーの息子〉
(525) 

ジzチョーヌィシ・牢屋番について l件ずつ。

@ 小金庫番のパーンカ

金庫番について l詳?
となり，合計114人である。

職種別では，ジェチョーヌィシが43人と最も多く，大工・車大工・桶屋の14

人，馬係の11人，裁縫師の 8人と続くが，職種別のオブローク受領者の数を考

慮すると，製革工，テーフルクロス織工，火掻き棒製造職人，大工・車大工・

桶屋，裁縫師の中で保証人となっている人達の占める割合が高くなっている。

が，保証人については，お互いに相互乗り入れで保証人となっている場合や，

親子で保証人となっている場合があり，保証人そのもののt性格を明確にしてお
(527) 

かなければならない。

(523) TaM 1I<e， c 206‘211、220

(524) TaM1I<e， c. 216、229、263‘286、289
(525) TaM 11<れ c.286，289 

(526) TaM 1I<e、c232 

(527) グレーコフは，修道院が保証人を採ったのは，オブローク受領者を逃がさな
いためであり.Iはじめに」において触れたように，それ以外に雇用労働者を確

保する方法が，当時の修道院にはなかったからであると考え，しかも，この方
法は極めて強力なものとして.1573年5月9日付の支出帳簿の例を引用してい
る(rp目<08 I> ，u YKa3 C04町 ι78)。この事例は，次のようなものである。「ジェ
チョーヌィシの Tゥリョーシカに対するオブローク12アルトゥイン 3ジェー

ニガが取り立てられたが，金銭を支払ったのは彼の保証人で射手のワシーリー

(ザーハルの息子)である。というのは， トゥリョーシカが半年の任期を残して
去ったからであるJ(BXI<附 C 2)。このように，グレーコフは，オブローク授

受に伴う保証人制度は実質的な内容を伴、った。強制の力のあるものと捉えてい
る。
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次に，保証人となっている件数に注目してみると，製革工のアクセンが27件

と最も多く，鞍師のイストマの15件，製粉業従事者のロジオンの14件，裁縫師

のイワン(アンド町レイのd息子〉の13件，ジェチョーヌィシのアンドレイ(ヤコ

フの息子〕の12件，同じくジェチョーヌィシのカリーナ・ジコーリの10件が目

立っている。 5件以上の場合に注目しても，手工業者が保証人となっている場

合が多い。

続いて，保証人の職種とオブローク受領者の職種に注目してみlると，ジェ

チョーヌィシの場合が特徴的で，例外はあるものの，大部分は保証人，オブ

ローク受領者ともジェチョーヌィシとなっている。漁師の場合も似たような傾

向を示している。逆に，手工業者の場合は，製革工アクセンや鞍師イストマに

典型的なように，同一職種に限定されてはいない。

このように，同じ保証人となっているとはいっても，その頻度と，その中味

には違いがあり，どちらかといえば，手工業者が保証人となっている場合がオ

ブローク受領者の範囲が広く，継続性があるように思われる。また，保証人と

なっている人物が，戸を持っていたか否かを見てみると，手工業関係では43人

中20人，ジェチョーヌィシでは43人中16人，その他では28人中 5人が，それぞ

れ戸を持っていることが分かるだけで，残りについては戸の所有を確認するこ

とができない。しかも，製革工アクセンの場合には，戸の所有が確認できない

方に入っているのである。したがって，戸の所有の有無からは，どの職種が保

証人として適切であったかどうかを判断することはできない。

が，いずれにせよ，戸を所有していることは，その人物が独立した世帯を構

? 成していることの指標のーっと考えられるが，これが保証人となるための絶対

条件ではなかったことになる。

このように，オブローク受領者の職種が何であれ，彼らもまた保証人となり

得ることを確認できると同時に，保証人が必ずしも独立した世帯!であった訳で

はないことも確認できる。

それでは，オブローク受領者となった場合，オブローグ受領者として，身分

的に固定されことになったのだろうか。
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5 オブローク受領者の修道院への従属について

先のオブローク受領者の婚姻を検討した際に列挙した事例が，部分的に，ォ

ブローク受領者の閏定性を示唆するものとなっている。つまり，第3節の①，

④~⑫，⑭，⑬に見られるように，オブローク受領者の子弟がオブローク受領

者となったり，オブローク受領者と結婚していることが，婚姻関係を通じて窺

えるのである。また，オブローク受領者である叔父が保証人となって，オブ

ローク受領者となっている事例も存在する。

さらに，手工業者の場合には，婚姻関係の中に現れている靴工のドロガー

ニャとダニール父子，ろくろ師のフィリップとミハイノレ父子，裁縫師のイワン

とタラフ，フヨードル父子，大工のシリャイとイワン父子のように，子供が父

親の職業を継承するとともに，オブローク受領者となっている事例や，

① ストッキング製造工ベールヴォイの所には，弟子アトニーが存在し竺)

②d縫師イワン(アンドレイの息子)の所には，弟子ラティシャが存在し
た。

③d縫師ワンーリー(ミノ、イルの息子〉の所には，弟子ウ会オイカが存在し
た。

のように，オブローク受領者である手工業者が弟子を持ち，その弟子がオブ

ローク受領者となっている事例もある。

また，その職種についても，

① イストマは， 1589年10月11日には大工として， 1590年9月4日には寧大
(531) 

工として，オブロークを受領している。

② ミハイルは， 1579年10月30日にはジェチョーヌィシとして， 1581年10月

1日， 1588年， 1589年10月11日には車大工として， 1590年9月4日には大
(532) 

工として，オブロークを受領している。

(528) BXI<.k.Oωc  260.275 

(529) TaM >t<e. c. 235‘249‘264， 265 

(530) TaM >t<e， c 265 

(531) TaM)K民 c259‘275 

(532) TaM >t<eヘc.217，226、241、259司 260.274 
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③ アレクサンドノレ(シリャイ，イワンの息子〉は， 1573年11月28日， 1576 

年 1月5日， 1581年10月l日には大工として， 1579年10月27日には桶屋と

して，オブロークを受領している。彼の息子イワンも， 1589年12月11日，

1590年9月4日には桶屋として， 1592年には大工として，オブロークを受

領している。

④ イワン(グリゴリ一息子〕は，ジェチョーヌィシでもあり，野菜栽培者
(534) 

でもある。

⑤ グリゴリー(イワン・ボノレィガ、の息子〉は， 1573年12月20日にジ z

チョーヌィシとして， 1575年11月 l日， 1579年10月27日に大工としてオブ

ロークを受領している。

⑥ ボグダン(イワンの息子〉は，ノヴゴロドの人で， 1590年9月4日には

ジェチョーヌィシとして， 1592年には馬係として，オブロークを受領して
(536) 
いる。

⑦ ノレスランは， 1573年11月26日には草刈地の摘取り人として， 1576年5月
(537) 

24日には炉焚き人及び森番としてオブロークを受領している。

⑧ イワン・ラティシャ(ヤコフの息子〉は， 1574年4月28日には炉焚き人

として， 1575年11月4日， 1579年10月30日にはジェチョーヌィシとして，

1580年3月1日， 1588年， 1589年， 1592年には炉焚き人としてオブローク
(538) 

を受領している。

という事例のように，②，⑤を除いて，職種について極端に違いがあったとは

思われない。大部分は同一職種によって修道院へのサーヴィス提供を継続して

いたものと考えられる。そうし、う意味では，オブローク受領者のオブローク受

領者としての職種は固定されていたと言えるであろう。

(533) TaM J'<e， C 195、213，216、226、265，275‘283
(534) TaM)f(e. c. 240 

(535) laM)f(e C 199、207司 215

(536) TaM 'JKe. C. 273. 283 

(537) TaM )f(e， c. 195， 214 

(538) Ta.M 'JKe C 205喝208喝217‘222、233、244、261，284
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しかし，

① 1588年にレストヴィツィノ村の炉焚き人としてパホムがオブロークを受

領しているが，彼の保証人となっているのは，彼の父でラグシノ村の農民
(539) 

のフヨードノレ(オルフヱルの息子〕であった。

② 1592年に父親クジマとヤコフが保証人となって，グリゴリーがラキチノ

村の炉焚き人としてオブロークを受領してい計

③ 1592年に妻の父親フヨードルが保証人となって， ドミトリー(イワンの

息子〉がジェチョーヌィシとしてオフ、ロークを受領してい忽〕

④ 1592年に父親ボクシェイが保証人となって，イワンが大工としてオプ
(542) 

ロークを受領している。

⑤ 1581年10月 1日に父親シェウ、リ -jjが保証人となって，イワンがオブ
一 (543)

ロークを受領している。

⑥ 1592年に妻の父親イワン(ブィコヴォ部落の人)と修道士アントニーが

保証人となって，ロジオン(イワンの息子)がジェチョーヌィシとしてオ
(544) 

フロークを受領している。

のように，オブローク受領者ではない父親あるいは妻の父親，叔父が保証人と

なって，修道院領内の住民が新規にオブローク受領者となっている場合がある。

また，所領外のノヴゴロド，ノヴォトルジョーク，スタリツァ等の出身者がオ

ブローク受領者となっている場合も見られ許したがって¥オブローク受領者

(539) TaM)I(仇 c247 

(540) TaM )l(e， c 279 

(541) TaM )l(e， c. 289 

(542) TaM)I(e、c284イワンはすでに1589年 5月9日に，ジェチョーヌイシとして夏

期用のオブロークを受領しており，その時の保証人は別人であった {Ta

2問。なお，父親と同名のボクシェイという名でオブロークを受領していぷ人

(附句アニ?するが，イワンとの関係は不明である (TaM.)I(い 195，213山山

(544) nιM >Ke， C 289 

(545) 先のボグダン(イワンの息子)はノウ千ゴロドの人であったが，ノヴゴロドの

人とされているのは，ジェチョーヌィシである，イワン，クジマ(ピョー}ル
の，息子).レオンティー(アンドレイの，怠子).ルカ(ジ zミドの
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が特定の階層を形成し，その中からだけオブローク受領者が再生産されていた

わけではなく，修道院所領の内外にオブローク受領者となり得る人達が存在し

ていたのである。

とはいえ，これまでの検討からも明らかなように，オブローク受領者がある

程度継続してオプローク受領者であるが故に，戸の所有に関する変遷を辿るこ

とができたのであるから，問題は，オブローク受領者となった人々が，その後

も引き続きオブローク受領者として留まっていたかどうか，ということにある。

この点で注意を引くのは，イワノフスコエ村のワシーリー(フヨード〉レの息

子〕の場合である。彼は，

① 1573年間20日に，ジェチョーヌムょとしてオブh ロークを受領し，保証

人は管理人の修道士セノレゲイであった。

② 1574年4月1日に，イワノフスコエ村の屋敷番クリメンティー(セメン

の息子〉の保証人となっており，この時にはイワノフスコエ村の農民とさ
(547) 

れている。

③ 同年間口日に，ジェチョーヌィシとしてオブロークを志野し，保証

人はジェチョーヌィシのセメン(マルチャンの息子〉であった。

④ 1581年10月15日に，ジェチョーノクとしてオブロークを受領し，保証人
(549) 

は射手のトレチヤークであった。

チのイストマとトレチヤーク父子，槌工のイシドール(ロジオンの息子)，製粉

業従事者のイワン・リャプン，炉焚き人のチモフ zイ(フヨードルの息子〕であ

り，ノヴォトルジョークの人とされているのは馬係のダニール(ステパンの

息子)，フヨードル(サヴァの息子)，メンシク(イワンの息子〉と炉焚き人の
イワン(フヨード、ルの息子〕であり，ジェチョーヌィシのイストマ(ザーハルの
息子)，スルーガのクリメンティー(アレクセイの，息子〉はヴォロクの人，ジ z
チ司ーヌィシのヤキム(イサクの息子)はベジェツクの人，ジェチョーヌィシ
のふヮン(ワシーリーの息子〉はスタリツァの人，ジェチョーヌィシのパーウや

ェル(アニシムの息子)はルジェフの人，石工のパーヴェル(ワシーリーの息
子〕はトヴェーリの人とされている (TaMJlCe，NQ 30， 31， 33， 34， 36-39) 

(546) TaM )/(e， C 199 

(547) TaM )/(e， c. 205 

(548) TaM)/(e， c. 209 

(549) TaM)/(民 c..231
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⑤ 1589年12月11日に，イワノフスコエ村の屋敷番ドミトリーの保証人と

なっており，この時には，イワノフスコエ村の農民とされてい笥)

このワシーリーを同一人物と理解した場合，彼は，オプローク受領者として

継続的にジェチョーヌィシあるいはジェチョーノクと記載されてはいるが，常

時オブローク受領者であった訳ではなく，保証人としても登場するとともに，

その際には農民と記載されているのである。

確かに，オブローク受領者が継続的にオブローク受領者となっている事例

が，これまでの検討を通しても，多数見られるが，断続的であったり， 1回限

りであったりする事例も，また見られるのである。結婚のために馬係を退いた

フヨードノレの例もある。したがって，全てのオブロ}ク受領者が，一旦オブ

ローク受領者となったがために，以後，死に至るまで修道院のオブローク受領

者でなければならなかった，とは考えられないのである。つまり，オブローク

受領者は固定的な関係を修道院と取り結んでいた，とは言えないのである。

また，オブローク受領者は，居住地を固定されていたわけではなかったと思

われる。これは，第 I節で列挙した事例の中にも示されているが，オブローク

受領者の居住地が代わっている場合があり得るからである。

それでは，ここまでの検討を通して，当該修道院の雇用労働についてどのよ

うなことが結論として出てくるのだろうか。

V おわりに

このように，当該修道院が雇用労働力を必要としていたことは明らかである。

しかも，その範囲は，手工業・農業・牧畜業・漁業等，修道院生活のあらゆる

場面に渡っていた。この労働力には2つの雇用形態があり 1つの形態は，ほ

ぼ 1年聞を雇用期間とするもので，オブロークが支払われる。もう 1つの形態

は，期間が設定されない，臨時的なもので，賃金という形で報酬が与えられる。

とのオブロークと賃金という表現形態の違いは，明確な区別があるわけではな

く，同一人物について，この2つの表現形態が同時に使用されている場合もあ

(550) TaM Jl<e， c 268 
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り得る。いずれも，労働内容によって支払われる金額に違いがある。オブロー

クの場合は，労働内容によって金額が定められていたようであるが，年々増額

された後，一定に抑えられる傾向が見られた。オブローク受領者は，オブロー

クを受け取るだけではなく，臨時的な労働にも従事しており，その場合には，

その内容に応じて金銭を受け取っていた。

2つの雇用形態の違いは，単一に年間を通じてオブロークという形で賃金を受

け取るか，臨時的であるか，という点だけではなく，雇用に際して当該修道院

に保証を与えるか否かという点にも現れていた。オブローク受領者の場合は，

修道院への保証として，担保を提供するか，保証人を出すか，のいずれか(両

方共とし、う場合もあり得たが〉を選択しなければならなかった。これに対し

て，臨時的な雇用の場合には，例外的な場合を除き，修道院への保証は必要と

されなかった。このような相違を生じた原因は，雇用期聞が長期か，短期かに

よるものと思われる。

また， 2つの雇用労働力に関する帳簿上の記載方法にも違いが見られた。こ

れは，第2章で触れたように，オブローク受領者については，具体的な労働内

容まで記述されている事例はほとんどないのに対して，第3章に見られるよう

に，臨時的な雇用労働力を記載している支出帳簿では具体的な労働内容が記述

されているということである。このような違いを生じた要因は，オブローク受

領者についてはサーヴィス内容がほぼ確定していたことにあると考えられる。

このような雇用労働力とともに，結果的にはオブローク受領者となるのであ

るが，当該修道院では，手工業者の養成にも留意していた点にも注意が必要で

あろう。この点を示唆する一つの事例は，製革工ワシーリー(イリヤの息子〉

の場合である。彼は，キリロフ修道院で毛皮作りを学んでいるが，キリロフ修

道院に向かうに際して lノレーブリを与えられ，さらに1576年7月1日に，学ん
(551) 

だ報酬として lループリのオブローグが与えられている。このように，彼の場

(551) BXI<npl<， c 130ワシーリーは，儀式用の毛皮作りをキリロフ修道院で修得する
ことになっていた。彼は，その後， 1579年11月 1日と1581年10月 l日にオブ
ロークを受領している (BXI<K
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合は，明らかに製革工を養成するために修道院が費用の一部を負担し，技術を

学んでいる頃からすでにオプロークが与えられているである。

では，なぜ当該修道院は雇用労働力を必要としたのか。雇用労働力を導入し

た目的は，すでに，第2章で触れたように，雇用される手工業者や漁師などの

人数が多くはないことから推測して，手工業・漁業については，市場向けの生

産や漁穫のためではなく，修道院における日常生活と密接に結びついて‘いたと

考えられる。牧畜関係についても，同様である。最も人数の多いジェチョー

ヌィシについても，当該修道院の所領の分散状況を考慮すると，個々の村落に

おけるジェチョーヌィシの数は少なくなり，大規模な市場向けの農業が展開さ

れていたとは考えられない。修道院の耕地を修道院のために耕作していたので

あろう。

しかし，修道院の労働力としては，その労働内容によっては適切でない場合

もあるが，種々の賦役を課せられた農民の存在が考えられるのである。 ところ

が，当該修道院では，農民による労働力の提供が想定される場合においても，

雇用労働力の存在が顕著なのである。例えば，修道院の建物を建造する際に

は，農民への賦役が課せられていたと思われるが， 1579年， 1581年と，大工へ

の賃金支払が臨時的な支出の中で際立つているのである。農民に対する賦役が

オブロ}クの徴収としの形態に全面的に移行し，当該修道院に関わる労働につ

いては雇用労働力に依拠するという方向に向かっていたのだろうか。すでに拙

稿でも触れたように，当該修道院では， 1590年頃にミサイル・ベズニンによっ

て農民負担の変更，すなわ，貨幣徴収から賦役への，部分的には現物の徴収へ

の変更が行われるまで，オブローク徴収が主流であり， 1595年には，再び賦役
(552) 

からオブローク徴収へと変更されている。しかし，このような措置によって農

民の賦総:完全に解消されたわけではないことは，ゴーノレスカヤの指摘する通

りである。また，農民の負担が賦役に変更された後においても，表II-2に見

(552) 拙稿 n6世紀末イォシフォ・ウ
ワオ フ スキー修道院領における良ー民負

担J，92-106ページ。

(553) rOpCK飢 H A MOHQ正mゐ伊山ueJ<.peCmM1He 8 XVJf 8eJ<.e M， 1977， C 12ヲーなお，コ守一
ルスカヤが利用している文書は1648年の未刊行史料で・あり生者は長見である。
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られるように，ジェチョーヌィシ等のオブローク受領者は依然と
して雇用され

ており，当該修道院内の労働が農民の賦役に全面的に移行したわ
けではない。

したがって，農民に賦役が諜せられていると否とにかかわらず，
直領地での農

業労働力としては，ジェチョーヌィシの存在を無視することは
できないのであ

る。これについては，他の労働においても同様である。また， (
()J，eTliHa naIlIHH)) 

の存在も，雇用労働力の必要性を示唆している。さらに，荒蕪地
や草刈地のよ

うな非担税地については，農民に貸与され，オブロークが徴収さ
れていたので

(554) 

あり，ここでも，農民の賦役によるものではなかったのである。

'では，どのような人々が当該修道院に労働力を提供していたので
あろうか。

まず，オブロークの受領者の出身地を見てみると，ノヴゴロドの
人，ルジェフ

の人， トルジョークの人のような例外はあるものの，ほとんど
の場合は，当該

修道院領内の村落の人々であり，保証人についても，領内の人
々である場合が

圧倒的に多い。臨時的な雇用労働力についても，ズブツォフ・モ
ジャイスク・

ヴォロク・トヴェーリ・ノヴォトルジョーク等の都市の人々やノウ
、、ゴロドから

の到来者が見られるものの，基本的には修道院領内の人々であ
ったと考えられ

る。この場合に特徴的なのは，修道院の建築事業に関わる雇用で
，修道院内の

近隣の村々や遠方の村々からだけではなく，修道院領外の諸都市
からオブロー

クを受領していない大工や石工が多数雇用されているだけではな
く，諸都市か

ら建築用の釘が調達されている。

次に，出身階層であるが，この点は，判断材料が乏しいため，む
つかしい。

が，職種によって違いが見られたであろう。オブローク受領者
については，オ

ブロークを受領している時にはジェチョーヌィシとされ，保証
人となってい

る時には農民とされている事例があること，農民である父親が
保証人となっ

て，その息子がオブロークを受領している事例があること，等を
考慮すると，

雇用労働力の提供者の中には農民が含まれていたと考えられる
。彼らのオブ

(554) 拙稿 116世紀末イォシフォ・ヴォロコラムスキー修道院領にお
ける農民負

担J，83-92ページ rOpCKallH A MOHQ(mblpUWe I<p配 mb.RHe6 XVlI 6el<e.. 
c.. 91 

-106を参照されたい。
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ローク受領者としての職種は，ジェチョーヌィシ・屋敷番・炉焚き人・馬係・

牧夫等の農業・牧畜業・単純労働に関わるものであり，手工業関係については

手工業者が関係していたと思われる。しかし，当初ジェチョーヌィシとしてオ

ブロークを受領していた人物が，後に大工や馬係としてオブロークを受領して
(555) 

いる事例もあり，ジェチョーヌィシの出自についての議論とも関わってくる。

臨時的な雇用労働力については，労働力を必要とする村落で農民その他が雇

用されていたと考えられる。この中にはオブローク受領者も含まれている可能

性が高い。牧南関係になると，オプローク受領者が含まれている可能性は一層

高いものとなる。が，手工業関係になると，大工・石工・裁縫師のように，ほ

ぼ重複は見られない場合と，鍛冶犀・製粉業従事者・漁師のように，重複が見

られる場合とに 2分される。オブロークを受領していない手工業者は，臨時的

な労働)Jは当該修道院に提供しつつ，日常的には自己の職業のみで生活が可能

な人々であったのだろうか。当時の社会構造が問われることになる。

さて，オブローク受領者の実態に目を転じてみると，彼らの中には，戸を所

有している者，結婚している者，保証人となる者も存在していたことが確認で

きる。しかし，オブローク受領者の多くは，当該修道院の救貧施設に生活の場

(555) オブローク受領者の出身階層については，とりわけジェチョーヌィシの出自

については， iはじめに」において言及したように，さまざまに論議が行われて
いる。本稿では，この問題について検討の対象とはしていないが，ここで触れ

たような諸点に留意しなければならないように思われる。さらに，この問題

は，修道院との関係において，つまり，オブロークを受領することによって職
種が決定されたのか，をれともオブロークの受領には関係なく，階層あるいは

職業として固定されていたものなのか，ということとも関連しているように思

われる。例えば，本来はジェチョーヌィシとは呼ばれていなかったものが，修
道院からのオブロークの授与に際して，ジェチョーヌィシとし、う名称の下に雇

用されることになるのか，それとも，もともとジェチョーヌィシであったもの
が，ジェチョーヌィシとして修道院からオブロークを授与されるのか，という

ことである。この点，特別な技術を必要とする専門職種である手工業者につい
ては，オブロークを受領していない時にでも，職業名を付されていた事例があ

ることから，議論の対象とはならないように思われるが，賦役の金納化の可能
性を考慮すると，そう単純に判断することもできない。まして，単純労働に属

する職種については，検討の余地が大いに残されていると言える。
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を置いていた人々であったと考えられる。つまり，オブローク
受領者の多く

は，当該修道院に労働力を提供することによって生活を維持す
ることができた

のである。この点は，オブローク受領者の当該修道院への労働
力提供に継続性

が見られることの中に窺えると思われる。第3章で検討したように，戸
を所有

している人々の中には，当初から戸を所有していた人々もいる
ものの，当該修

道院との関わりの中で，後に戸を入手しているという人々が存
在しているので

ある。t:こだ，受領するオグロークの額だけで，たとえ補完的な
ものを支給され

たとしても，生活の維持が可能であったのか，という点になる
と，より総合的

な検討を加えた上で判断しなければならない。

そして，修道院に対する従属性という点では，オブローク受領
者の結婚によ

る修道院への奉仕関係の停止に見られるように，私的な隷属で
はなく，一種の

契約関係に基づくものであり，かなり緩やかであったと考え
られる。この点

は，臨時的な被雇用者の場合も同じであろう。

以上のような指摘を行うことはできるが，本稿で行ったオプロ
ーク支払帳簿

と，支出帳簿中の労働力雇用関係の記載のみの分析では，当該
時期の領主=農

民・手工業者関係の下で，また，村落構造の中で，オブローク
受領者や臨時的

な労働力提供者が他の住民とどのような関係を取り結び，どの
ような位置に置

かれていたのか，なぜ当該修道院にオブロークを受領するとい
う形で労働力を

提供したり，臨時的に労働力を提供するごとになったのか，こ
れは労働力提供

者にとってどのような意味を持っていたのか，また，なぜ修道
院はこのような

雇用形態を採らざるを得なかったのか，さらに，雇用労働が当
時のロシア社会

の中でどのような位置を占めていたのか，等々の問題を明らか
にするためには

(556) これについては，ディヤーコノフが，修道院には，教会の教義
によって，直

接的には拒否されなかったとしても，制度としての奴隷制は承認されな
いこと

にその要因がある，との指摘を行っている何回即日OB，M. YT<03ω1./.， c. 
307).した

がって，当時のロシアにおける労働形態一般に，当該修道院に見られた
ような

雇用労働形態を当てはめることはできないことになるが，修道院につい
ては賦

役の問題が残されているし，世俗の領主については，賦役の問題に加え
て，ホ

ロープの問題が存在する。
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不十分である。

そこで，ヨシフ=ヴォロコラムスキー修道院の，本稿では利用できなかった

他の経済文書中の，オブローク支払い関係及び雇用関係の記載内容を分析する

ことによって，当該修道院における労働力の雇用状況をより長期的な視野から
検討すること，続いて，収支帳簿全般を分析することによって，当該修道院の

経済状況の把握を試み，併せて，賦役の金納化と雇用労働力との関係をも明ら
かにしていくこと等を次の課題とし，そのような作業を通して，上述の問題点
をも明らかにしていくための方向性を探っていきたい。

(本稿は，昭和63年度文部省科学研究費補助金(一般研究C)による研究成果
の一部である。)

(557) 本稿では，オブロークの授受を伴う労働力提供形態を雇用労働として扱って
きたが，これが本来の意味の雇用労働であるのかどうかについては，実態の把
握と共に，当時のロシア社会をどのように理解するのかという点と密接に関
わっており，全体的な把擦が必要となってくる。

(558) 当面は，必ずU抑 制的問i1u dOJ/Z08aR I<I-/UZa Hoωifjo-BoJ/o印刷刷I<OZOMOHa正mblp.R
XVJ 8el<a と TI1XOMl1pOB M， H，φ且OpsD， H， TIpl1xo，!¥o・paCXO，!¥HbleKHIlrI1 I10c日中0-
BonOKonaMCKoro MOHaCTblp!l 1606/07 r，ー<<Apxeozpaifju町山ui1eJlCezoδHUI< 3a 1966 
?，η， M..， 1968， c， 331・383を分析の対象としたい。
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